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（ジェームズ・チャーチワード —— 『ムー大陸』 / ナーカル石版 No.988）

​「天地と、そこに在る万物を創造せし無限なる力に栄光あれ！」
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「本書の全収益は、作中で描かれるあらゆる技術、天文学、科学的考察、そして理論を現実に実装するために充てられます。ここで言及されているプロジェクトは、私自身による独自のオリジナル研究であり、将来的に具体的な成果をあげるべく、現在鋭意進行中のものです。」






















「人は誰しも、未来を知りたがる習性がある。だが、もし未来に訪れるかもしれない『破滅』を告げられたとしたら、あなたはその『終わり』にいかにして備えるだろうか。」


「宇宙の秘密」シリーズ ： 序巻

はじめに —— SF（サイエンス・フィクション）としてのアプローチ







​我々が知る「世界史」は、わずか数千年前の記録に限定されています。過去に高度な文明が存在したと主張する者もいれば、それを真っ向から否定する者もいます。しかし、痕跡を残さずに消滅した文明の行方については、我々の手元に確かな情報は皆無に等しいのが現状です。

​太古の文明が、数多の自然災害や、あるいは宇宙の深淵からもたらされた災厄によって滅びたというシナリオは、十分に理にかなっています。地球という惑星の年齢を考慮すれば、生命に必要な条件が整うたびに何らかの事象が発生し、古い生命が終わりを告げ、新たな生命が始まる——そうしたサイクルが繰り返されてきた可能性は大いにあります。

​かつて存在した多くの生命や文明の残骸は、地上の生命が一掃され、わずかな生存者によって再構築された地層の間に埋もれてしまったのかもしれません。この「周期的な崩壊」こそが、本書の基盤となる『宇宙の秘密（Secrets of the Cosmos）』サーガの出発点です。

​翻って現代の我々人類は、テクノロジーこそ進歩させましたが、根源的な「生存能力（サバイバルスキル）」においては退化しています。専門分野に特化した限定的な知識しか持たず、既製品の消費に慣れきり、電気・水道・インターネットといったシステムに依存しきっています。もし、過去と同様の破滅的な爆発が今日起きたとしたらどうなるでしょうか。私の試算では、基礎的な知識と技術を持たない現代人が生き残る確率は、極めて低いという絶望的な数字が出ています。この脆弱さは、かつての文明だけでなく、「恐竜」のような他の生命体がなぜ大量絶滅したのか、その答えそのものでもあります。

​本書は、まさにこの「行き詰まり」に対して、異なる角度からの回答を提示するために生まれました。

​私の公的なキャリアは医療分野にありますが、長年にわたる規律ある独学と研究により、放射性物質から原子力、再生可能エネルギー、宇宙論、高度な工学、生物学、そして地球物理学に至るまで、多岐にわたる科学分野を深めるに至りました。この過程で、「反重力技術（グラビター）」、新しい恒星形成理論、そして人間の脳と相互作用するデバイスなど、多くの独自の発見や理論に取り組んできました。

​しかし、こうした学際的なプロジェクトや理論を、従来の学術ルートや出版業界を通じて共有しようとする試みは、既存システムの慣習や「肩書き」を重視する構造の前に、しばしば行き場を失いました。この閉塞した状況が、私にある代替案を考案させました。それは、科学的プロジェクトを未来へ継承するために、「フィクション（物語）」の中に真実を埋め込むという手法です。

​それゆえに、手に取っていただいたこの作品は、時代や商業的な懸念を超え、これらのプロジェクトを未来へと運ぶための「SFマニフェスト（宣言書）」として設計されています。本書の一行一行は、空想ではなく、科学的根拠と実在するプロジェクトに基づいているのです。

​物語の主人公もまた、現代科学のドグマに疑問を抱く人物です。作中で語られる技術情報、「ブラックホール」と定義される現象の正体、恒星や惑星の発生メカニズムといったトピックは、すべて独自の理論と私が実際に進めている研究に基づいています。

​このサーガは、単に物語を語るだけではありません。過去の災厄が再来するというシナリオに直面した際、「消費すること」に慣れきった現代人類への「警告（アラーム）」でもあります。本書は、その破滅から逃れるために必要な技術と理論的知識を、「生存マニュアル」として提示しているのです。

​私の目的は、情報の「出処」ではなく、その情報の持つ「力」そのものを問う議論を喚起することにあります。『宇宙の秘密』は、アカデミックな肩書きやポピュリズムの境界を超えた自由な思考の産物であり、知の共有へのオルタナティブな招待状として受け取っていただきたいと願っています。

​本書は、『宇宙の秘密』サーガの基礎を築くための「序章」です。ここで語られる内容は、人類の崩壊と、失われゆく意識の救済に向けた第一歩に過ぎません。真の冒険は、歴史と宇宙の隠された謎のベールを剥がしていく『第1巻』から、本格的に幕を開けることになります。
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​​第1部
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​​かつて、されど未だ来たらざる時......
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​​第1章

[image: ]




​

​かつて、この街は昼夜を問わず活気に溢れ、観光客で賑わう一大リゾート地だった。だが今や、そこは戦火に焼かれた廃墟と化し、かつての喧騒は恐怖と混沌（カオス）へと姿を変えていた。

​路上には破壊された車両が無残な姿を晒している。中には未だにくすぶり続け、煙を上げているものもあった。建物から道路へと吹き飛ばされたベビーカー、略奪された薬局から散乱した空の薬箱、そして引き裂かれた家族写真がアスファルトの上に散らばっている。風がその残骸の山を撫で、古びた新聞の切れ端を空へと舞い上がらせた。

​廃墟と化した大通りの静寂は、金属が激しくぶつかり合う音によって引き裂かれた。装甲車の重厚な衝角（ラム）が路上の瓦礫を強引に押しのけ、スクラップと化した車の残骸を脇へと弾き飛ばす。その衝撃で舞い上がった新聞紙の一枚が、すぐ後ろを走る車両のフロントガラスに張り付いた。だが、紙片は一瞬しかそこには留まれず、猛スピードで突き進む車列の風圧に耐えきれずに後方へと消え去った。

​泥にまみれたその紙面から、私はただ一つの単語を読み取ることができた。

​「残虐」

​それだけで十分だった。数ヶ月前、あらゆる端末に配信されたあのニュース、あの忌まわしい見出しが脳裏に蘇る。「墓地での残虐行為！」。その見出しが現実のものとなった理由、そしてあの凄惨な悲劇について、私は努めて考えないようにした。

​私は思考を振り払い、我に返った。我々もまた、その地獄の只中にいたのだ。軍用車両の車列（コンボイ）が隊列を組み、この通りを進んでいた。エンジンの低い唸り声に、路地裏から響くくぐもった悲鳴、散発的な銃声、そして絶望的な泣き声が混じり合っている。

​突如、2階の暗い窓から金属の塊——おそらく冷蔵庫のモーターだろう——が投げ落とされ、先行する装甲車の屋根に凄まじい音を立てて激突した。衝撃音は我々の車内にまで響き渡り、金属と金属が軋む音が通りの静寂にこだました。車両が揺れて停止し、後続の車列も連鎖的に急ブレーキをかけ、タイヤが悲鳴を上げる。

​無線からエイデンの怒号が飛んだ。

「止まるな！ そのまま進め！」

​先頭の装甲車は、通常であれば三角形のフロントバンパーで路上の瓦礫や焼けた車の残骸を左右に蹴散らして進むはずだった。だが、今は動かない。無線からはくぐもった罵声と、苦痛に満ちたうめき声が漏れ聞こえた。短い振動の後、ようやく前の車両が息を吹き返したように動き出し、車列は再び前進を再開した。

​通りでは、停車した兵士たちの様子を、一握りの人々がまるで亡霊（ボウレイ）のように見つめていた。ある者はボロ布を纏い、飢えで落ち窪んだ眼窩のまま車列を虚ろに見つめ、ある者は歩道でゴミの山を漁っていた。だが、路地裏の影に潜む何者かが動き始めていた。彼らは我々を監視している。獲物を狙うハゲタカのように。

​歩道に転がる腐敗し膨張した死体から放たれる強烈な腐臭が、装甲車の窓の隙間や通気口から侵入し、鼻腔を焼いた。胃が痙攣する。目を閉じても、その腐った肉と焼けたプラスチックの臭いは消えない。それは単なる死臭ではなかった。焼けた化学物質、下水、そして終わることのない絶望が入り混じった臭気だ。それは我々に、「人間が何に変貌してしまったのか」を思い出させる臭いだった。

​その悪臭に耐えかねたエイデンが吠えた。

「窓を閉めろ、ゴルハン！ よく平気でいられるな？ 胃の中身をお前の首筋にぶちまけるところだぞ！」

​ゴルハンはバックミラー越しに無表情な視線を投げると、素早く窓を閉めた。

「閉めました、少佐！ 胃の中身はそこに留めておいてください」

​チーム唯一の黒人メンバーであるゴルハンは、地方の田舎町で牧畜を営む家庭の一人息子として育った男だ。エイデンとの付き合いは長く、数々の戦場を共にしてきた。エイデンはあらゆる任務に必ずゴルハンを連れて行く。彼は極めて信頼できる忠実な部下だが、時折子供のように頑固になる一面もあった。

​エイデンはプラズマライフルに手を伸ばして握りしめ、安全装置（セーフティ）を解除した。金属的な「カチッ」という音が車内の沈黙を破る。彼は後ろを振り返り、私に声をかけた。

「アリソン、準備しろ！ まもなく目標地点だ。どうやら歓迎ムードじゃなさそうだぞ。日が暮れる前にあの建物から出なきゃならん。夜になれば、この通りが『誰のもの』になるか、お前も知ってるだろう」

​「俺は準備できてる」

私は低く唸るように答え、自分のプラズマライフルを手に取り点検した。出力を低密度に設定し、気絶（スタン）モードだけを有効にする。

「さっさと仕事を片付けて戻ろう。今夜はまだやるべき仕事が山積みなんだ」

​その時、無線からアラセの声が響いた。

「少佐！ まもなく目標に到達します」

​エイデンは肩のマイクに向かって応答した。

「了解（ラジャー）！ こちらも準備完了だ！」

​車列は市街地を抜け、古びた軍事駐屯地のゲートへと進入しようとしていた。ゲート前では完全武装した兵士の一団が警備にあたっている。重いゲートが開くと、車両は速度を落とさずに中へと滑り込んだ。駐屯地司令部の前に車列が並んで停止した瞬間、チーム全員が武器を構えて一斉に外へと飛び出した。

​エイデンと共に司令部の階段へ向かいながら、彼はアラセ曹長とアルメンタ大尉に指示を飛ばした。

「直ちに変圧器（トランス）とコイルを車両に積み込め！ 時間を無駄にせず帰還するぞ！」

​アルメンタ大尉は命令を受けるや否や、「了解しました、少佐！」と叫び、チームのメンバーに合図を送って需品倉庫へと走った。

​私とエイデンは司令官室へ入るべく階段を上がった。副官が我々の姿を認めると、立ち上がって扉を示した。「少佐、お待ちしておりました！」。彼はノックをして扉を開け、我々を中へと招き入れた。

​「失礼します！ 大佐！」

​「少佐、来たか。入りたまえ。アリソン、君も息災かね？」

ラバト大佐が私の方を向いて尋ねた。

​「ありがとうございます、ラバト大佐。地下要塞（シェルター）での作業は完了しました。この変圧器があれば、誘導装置を稼働させることができるはずです。もし成功すれば、海水を淡水化して我々の基本的な水需要を満たすことができます」

私はそう説明した。

​「君ならやれると信じているよ。君の新型プラズマ兵器のおかげで、我々は飛躍的な進歩を遂げたからな」

大佐がそう言うと、エイデンが割って入った。

​「大佐！ 大統領からあなたに通達するよう命じられた件があります。防衛態勢を維持しつつ、在庫にある旧式兵器をすべて破棄してください。これらの武器が他者の手に渡ってはなりません。したがって大統領は、全軍事部隊における旧式弾薬および兵器の処分を命じられました」

​「ああ、リアンパー国防長官もそう言っていたが、あくまで『最後の手段』としてだったはずだ。大統領はその決定をいつ実行せよと言っているのかね？」

​「可及的速やかに、です。処分完了後、駐屯地で任務に就く全員が中央地下要塞（センター・シェルター）へ完全撤収することになります。ご家族や一親等の近親者も含めて」

エイデンは冷徹に告げた。

​ラバト大佐は頷いたが、その顔色は土気色だった。政府中枢がついに地下への完全撤退を決断したのだ。「了解した。準備に取り掛かろう」

​部屋を出ると、アルメンタ大尉のチームがすでに巨大な変圧器とコイルを車両に積み込み始めていた。兵士たちの金属的でリズミカルな動きを目で追う。これだけのリスクを冒し、この地獄の中を旅してきたのは......たかが水のためだ。海水を浄化するため。生存における最も基本的な欲求を満たすために。

​「アリソン！ ぼんやりするな！」

​エイデンの声で、私はハッとして我に返った。

「積み込み完了だ。行くぞ。早くこの臭いとおさらばしたいもんだな」

​エイデンの合図で全員が車両に乗り込み、チームは帰還行動を開始した。計画通り、往路と同じルートを辿って戻ることになる。車列（コンボイ）の主軸は装甲車だが、変圧器（トランス）を積載した3台の大型トラックが中央を走り、他の車両がそれを護衛するように後方についた。

​市街地の中心部に入った時、我々が先ほど通過した道が、大型のゴミ収集車によって封鎖されているのが見えた。先頭車両の運転手、ディラン二等兵の声が無線からノイズ混じりに響く。

「少佐、道が塞がれています。接触（コンタクト）に備えてください」

​エイデンが全隊共通チャンネル（オープンチャンネル）で怒鳴った。

「総員傾注！ 道が封鎖されている！ 待ち伏せに違いない。交戦（エンゲージ）準備！ ディラン！ 脇道を使え！ 速度を上げるんだ、絶対に止まるな！」

​エイデンはそう叫びながら、装甲車の天井にある防御用プラズマ砲の座席に就き、周囲の監視を始めた。車内では、いつ襲撃が始まるとも知れぬ死の予感に、張り詰めた沈黙が漂った。

​車両が脇道へとハンドルを切る。狭い路地の不気味さが、我々の神経を逆撫でする。これは明らかに、幹線道路を封鎖して我々を罠（キルゾーン）に誘い込むための計画的な行動だった。エイデンは状況を予見していたかのように、無線でラバト大佐を呼び出した。

​「大佐！ ルートが封鎖されています。脇道へ迂回中ですが、これは罠です！ 攻撃に備え、直ちに航空支援を要請します！」

「了解した、少佐！ 直ちに攻撃ヘリを2機急行させる！」大佐が即座に応答した。

​大佐の言葉が終わるか終わらないかのうちに、地獄の蓋が開いた。

​ビルの窓という窓から、獲物を狙うハゲタカの群れのように、弾丸の雨が降り注いできた。屋上や割れた窓から姿を現したギャングの構成員たちが、手にした旧式の火薬式銃器で一斉射撃を開始したのだ。装甲車のボディに当たる弾丸は、ハエの羽音のように無力だった。我々の最新鋭プラズマ兵器に比べれば滑稽なほど時代遅れだが、真の脅威はそこではなかった。

​エイデンが砲塔（タレット）から叫んだ。

「ロケットランチャーだ！ 3時の方向、3階！」

​その瞬間、彼が示したビルから巨大な火球が噴き出した。敵が持つ唯一にして最強の切り札。弾薬は乏しく、この一撃にすべてを賭けているのだ。

​時間がスローモーションのように引き伸ばされた。ロケット弾は鋼鉄の蜂のように、車列の中央を行くトラックの一台へ向かって一直線に突き進む。

​ロケットが着弾するよりも早く、エイデンが再び叫んだ。

「もう一発来るぞ！ 10時の方向、屋上！」

​別の方角のビルから、二発目の弾頭が発射された。完全に包囲された罠の中、最も無防備な瞬間——最初の一発がトラックに激突するまで、あと数秒。

その時、空が裂けた。

​「少佐、上空から視認しました（アイズ・オン・ターゲット）！ これより交戦します！」

​ヘリパイロットの声だ。それと同時に、ビルの谷間から2機の攻撃ヘリコプターが姿を現した。1機は我々に迫る二発目のロケットをロックオンし、空中で迎撃・爆破した。もう1機は、最初のロケットが発射されたビルに対し、即座に機関砲（ガトリング）による掃射を開始した。

​だが、最初の一発に対しては遅すぎた。

我々の目の前で、最初の弾頭がトラックの荷台に直撃し、積まれていた変圧器の一つが爆発した。

​エイデンは砲塔で安堵の息を吐いた。「ギリギリか！ 二発目は仕留めた！ そのビルと他の敵拠点を掃討しろ！ 我々は進むぞ！ 各員、状況（ステータス）報告！」

彼は無線を切り、私の方を向いた。「アリソン、無事か？」

「俺は大丈夫だ、問題ない」

​直後にアルメンタ大尉の声が無線から届いた。「全チームおよび積荷、無事です。トラック1台が軽微な損傷を受けましたが、走行に支障ありません、少佐」

​ヘリコプターが精密誘導ミサイルと重機関銃の掃射でギャングの潜伏するビルを粉砕していく中、我々の車列は速度を緩めずに路地を突破した。通過の際、ヘリからのミサイルがビルの1階で轟音と共に炸裂し、瓦礫とガラス片が装甲車の上に降り注いだ。至近距離での爆発による衝撃波で車体が激しく揺れ、車内の一人の兵士が投げ出されて床に叩きつけられた。「ぐっ、肩が！」とうめいたが、深刻な負傷者は誰もいなかった。些細な擦り傷で切り抜けたのだ。

​エイデンがパイロットに告げた。「見事な腕だ！ ルート沿いに護衛を頼む。沿岸要塞（コースト・シェルター）に着くまでリスクは冒したくない」

「了解、少佐。バックアップはお任せを」

​ヘリコプターは我々の翼を守る「鋼鉄の天使」のように上空を旋回し続け、やがて車列は海岸線に位置する軍事地下要塞の、巨大な鋼鉄のゲートへと到達した。

​車両が次々と中へ滑り込む中、エイデンはパイロットに最後の礼を言った。「任務完了（ミッション・コンプリート）。援護に感謝する。基地へ帰投せよ」

​要塞のゲートが背後で重々しい音を立てて閉ざされたとき、我々はようやく生還したことを実感し、深く息を吐き出した。

​トロス山脈の麓（ふもと）、海面下にまで深く根を張るこの巨大な基地は、元々は軍事施設であったが、緊急時の避難所（シェルター）としても機能するよう拡張された場所だった。2024年の夏、将来私の無二の親友となるエイデン少佐との出会いをきっかけに、私は初めて国防省から自身のプロジェクトに対するオファーを受けた。そのおかげで、多岐にわたる分野で使用可能な無尽蔵のリソース（資源）へのアクセス権を得ることができたのだ。同年秋、社会的混乱が始まると同時に、政府の中枢機能と、私を含むすべての研究開発部門は、この極秘基地への移転を決定された。

​初めてこの基地に足を踏み入れた時、私は我が目を疑った。これほどの建造物を完成させるには、少なくとも20年は掛かると見積もっていたからだ。実際、最初の4層は90年代に建設され、残りの層はここ4年で増築されたものだった。入口には分厚く巨大なゲートがあるが、内部はそれ以上に広大だった。第1層の端から端まで移動するには、平均的な車両速度で23分も要する。基地は全7層から成り、興味深いことに、下層に行くほど上層の2倍の広さを持つ「逆ピラミッド構造」で地下へと広がっていた。

​最初の2層は海抜高度にあるが、それ以降の層は遥か地下深くに位置している。最上層には軍用車両、航空機、そして生命線となる原子力プラントが配置されている。その下の層は行政・管理エリア、さらに下層では生産・開発研究が行われている。そして最下層は、家族たちが暮らす居住区であり、まるで一つの都市のように生活に必要なすべてが揃っていた。我々が到着した時点でも最深部の建設は続いており、内部の鉄道システムを使って、無人の掘削列車が絶え間なく土砂を運び出していた。

​車両が第1層のエントランスを進む中、エイデンが無線で指示を続けた。

「アルメンタ大尉！ チームを連れて司令部へ向かえ。俺は荷物を降ろしてから将軍に報告する」

​了解したアルメンタは止まることなく進んでいった。私とエイデンの乗る装甲車は、トラックを誘導しながら、積荷を降ろすために別の搬入ポイントへと停車した。

我々は車両から降り、トラックの方へと歩き出した。輸送を担当し道中の警護を担っていたチームメンバーたちが、荷台の幌（ほろ）を解き、カバーを持ち上げようとしていた。エイデン、ゴルハンと共に別のトラックに近づき、変圧器（トランス）を覆っていたシートを剥がすと、そこには無数の弾痕が刻まれていた。そのうちの一台は、ロケット弾の直撃を受けた衝撃で完全に破壊されており、使用不能であることは明白だった。

​エイデンが弾痕に指で触れながら尋ねた。

「アリソン、こいつはマズいか？」

​「問題ないといいんだが」私は答えた。「ロケットを受けた一台は鉄屑（スクラップ）だが、他は外見上は無事に見える。通常、部品は空気との接触を遮断するために樹脂（レジン）でコーティングされている。もし弾丸が樹脂を貫通していれば、内部のコイルが損傷している可能性がある。機器を使って一台ずつ回路接続をチェックする必要があるな。今の段階では確信が持てない」

​エイデンは頷いた。「ゴルハン、お前はアリソンの手伝いをしろ。俺はラギッド将軍の執務室へ報告に行ってくる」

そう言い残し、彼はその場を離れた。

​トラックからの荷降ろしと、生産エリアへの搬入作業には数時間を要した。弟のラルティスとオーベンの助けも借りて、すべての変圧器を入念に検査した結果、ロケットで大破した一台だけを廃棄処分とし、残りは修復可能だと判断した。最も骨の折れる作業は、弾頭が食い込んだ箇所から慎重に弾芯を取り除き、再び樹脂で絶縁処理を施すことだった。チーム全員による疲労困憊の作業の末、ようやく設置の準備が整った。夜が更ける頃には、エイデン、アラセ、そしてゴルハンも合流し、変圧器を所定の位置へと据え付ける作業が始まった。

​これらの変圧器は、基地の生命維持システム、特に私が設計した「海水淡水化システム」にとって極めて重要な心臓部だった。我々はここで、外界から完全に独立した生活圏を構築していたのだ。私が立案した水供給プロジェクトは、巨大な誘導加熱（IH）ボイラーで海水を瞬時に蒸発させ、その蒸気を冷却タンクへと送ることで純度の高い飲料水を生成するというものだ。これが稼働すれば、自給自足の生存圏が完成する。

​さらに、電気分解によって海水を酸素と水素に分離し、タンクに貯蔵するシステムも組み込んでいた。換気が不十分なエリアでは、貯蔵した純酸素を供給することで、大気中の酸素濃度を常に21％に維持する仕組みだ。

​食料に関しても自給体制を整えていた。備蓄食料に加え、下層エリアでは農業と牧畜が継続されている。9ヘルツから80ヘルツの周波数帯域と紫外線（UV）照射を組み合わせることで、植物の成長サイクルを劇的に加速させていた。また、海岸に近いという立地を活かし、海面下の高水圧に耐えうる特殊なハッチから潜水艇を出して漁を行うことも可能だった。私の最大の希望は、この誘導加熱システムを安定稼働させ、冷却タンクを通じて途切れることのない飲料水を確保することにあった。

​ここに至るまでの道のりは、決して平坦ではなかった。数年前、わずかな研究者だけが警鐘を鳴らし、世間から無視され続けてきた危機は、今や人類の未来を脅かす現実となっていた。人口爆発、環境汚染、テクノロジーの暴走による自然破壊、そして気候変動。これらの重大な問題に対して真剣に取り組むには、あまりにも遅すぎたのだ。長年、これらの危険性を訴え、解決策を模索してきた私を、「アリソンは狂った」と嘲笑う者さえいた。

​だが私は、たとえ孤独な若き研究者であろうとも、生存のために必要なプロジェクトを開発し、解決策を探求することを決して諦めなかった。政府当局の無関心や、いわゆる「専門家」たちの視野の狭さによって、未来が破滅へと突き進んでいく様を目の当たりにすることは、私にとって最も苦痛な経験の一つだった。巨大な災厄が迫っていることを必死に説いても、返ってくるのは決まって、「貴重なご意見ありがとうございます」という、表面的な定型文だけだったのだ。

​数日にわたる変圧器の結線作業を終え、ついに最初のテストを行う時が来た。

​弟のラルティスがエネルギー供給のレバーを引く。機構が唸りを上げて作動し、まずは海水がボイラーへと送り込まれる。急速に加熱された金属パイプの中を水が通り抜け、蒸気となってテスラバルブ（Tesla Valve）を経由し、冷却タンクへと集められ、再び水へと還っていく。

​最初に生成された浄化水を味わうため、オーベンがタンクの蛇口からボトルに水を満たした。

彼は一口含み、動きを止めた。我々は期待と不安が入り混じった思いで、彼の表情を凝視した。オーベンは少し考え込むような顔をしたが、その真意が読めず、私は居ても立ってもいられずに尋ねた。

「どうだ？ 味は？」

​その瞬間、彼の顔が綻んだ。

「これは......すごくいい！ 成功ですよ！」

彼が笑顔でそう言うと、私はすぐに彼の手からボトルを受け取り、自分で確かめた。

​「少し温かいが......いい味だ！ ああ、成功だ」

喉を潤す確かな感触に、安堵が広がった。

「タンクが満杯になるのを待とう。配管ネットワークに流す前に、念のため化学分析を行うようラボへサンプルを送ってくれ。その結果を見て使用許可が出たら、大統領に報告しよう。みんな、よく働いてくれた。今日はもう行って休んでくれ。明日またチェックしよう」

​私はそう告げると、ラボへ向かうために電気自動車に乗り込んだ。

​オーベンは数年前から私の元で働いている。弟のラルティスとは旧知の仲で、その縁で彼を知った。数学に強く、極めて高い情緒的知性（EQ）を持つ男だ。一人っ子だったが、パンデミックの時期に両親を相次いで亡くし、天涯孤独となった彼を、ラルティスが精神的に支えていた。ラルティスの提案でオーベンをチームに招き入れ、我々の研究に参加してもらうことになったのだ。彼のおかげで、プラズマ兵器や「ドロナター（Dronatar）」の開発において、我々は多大な成果を上げることができたのである。

研究室（ラボ）に入ると、ヘラがドアのところで出迎えてくれた。

「アリソン、おかえりなさい！ やっと来たわね。誘導装置を稼働させたんでしょう？ オーベンとラルティスから聞いたわ。うまくいったみたいね」と彼女は微笑んだ。

​「ああ、そう願っているよ。化学ラボでサンプルのテストを済ませれば、はっきりするだろう。だがその前に、コーヒーが必要だ。あの美味いやつ、まだ残ってるか？」

​「すぐにあなたの分も淹れてあげるわ」

彼女はそう言って、コーヒーを準備するために隣の部屋へと消えた。

​ヘラ......。彼女はまさに「好奇心の嵐」のような存在だった。私が問いかける一つの疑問に対し、彼女はさらに深く、複雑な問いを投げかけてくる。皮肉なことに、私の最大の発見は、常に彼女の問いかけによって導き出されたものだった。

​ヘラの経歴——極秘部署である「第5セクション（第5部門）」から、上司であるアルシア博士との確執が原因で離脱し、サリ大統領の推薦で私のチームに加わったという経緯——は、シェルター内でしばしば噂や議論の種となっていた。だが、私は彼女を手放そうなどとは微塵も思わなかった。

​誰よりも深く彼女を理解しているのは私だ。私にとって彼女は単なる研究員ではない。現代科学のドグマを打ち砕く私のアイデアに対する、鋭い尋問者であり、私の「クエスチョン・バンク」であり、あらゆる難問の鍵となる「回答集」でもあった。他者が彼女をリスクと見なそうとも、私にとっては代えがたい「均衡（バランス）の守り手」なのだ。

​ヘラは褐色（ブルネット）の肌をしており、かなり濃い色合いだが黒人ではない。オーベンが彼女に向ける「アメリカン・ジョーク」じみたからかいには、いつも楽しげに応じている。だからこそ、かつて私も同じような調子で冗談を言った際、彼女が急に不機嫌になった理由が理解できなかった。私の冗談は他の連中と何ら変わらなかったはずだ。傷つけるつもりなどなく、ただの軽口だったのだが......それ以来、私は二度とその種の冗談を口にしないと誓った。

​ヘラは私に対して常に寛容で、親密で、誠実だった。この距離感の近さが、一部の人間に「二人はロマンティックな関係にあるのではないか」という邪推を抱かせる原因となっていた。私は、人間関係を性的な次元にしか還元できない浅はかで歪んだ認識など、断固として否定する。人が互いを大切に思う理由は、決して性愛だけではない。この視点がいかに間違っているかを、私はあらゆる機会に主張してきた。私はチームを深く愛しているし、メンバー一人ひとりが私にとって特別な存在だ。我々の間にある強固な絆と敬意は、時間をかけて築き上げられた揺るぎない信頼の賜物なのだ。

​私は机の上に飾られた「ユルドゥズテペ（Yıldıztepe）のモザイク画」のレプリカに目をやり、しばし思索に耽った。
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すべては、歴史の奔流を変える秘密が隠された、あの座標から始まった。

私はアナトリアにある考古学的な発掘現場に招集されていた。そこは、かつて噴火した火山の麓に築かれた、超古代文明の遺跡だった。発掘チームが解読不能な粘土板（タブレット）を発見し、私の学際的（インターディシプラン）なアプローチを必要としていたのだ。後に「ユルドゥズテペ（Yıldıztepe - 星の丘）」と呼ばれることになるその場所で、タブレットの発見だけでも十分に刺激的だった。

​だが、真の衝撃をもたらしたのは、チームの若手考古学者が土の中から掘り出した、唯一無二のモザイク画だった。

私は彼の作業を見守っていたのだが、刷毛の下からその最初の断片が現れた瞬間、息を呑んだ。最初に現れたのは、太陽の周囲を巡る「13の惑星軌道」だった。そして、さらに信じ難いものが目に飛び込んできた。見慣れた月、そして赤い火星の上に、詳細な都市計画図らしきものが描かれていたのだ。その瞬間、私は悟った。「この発見は、我々が知るすべての常識を覆すことになる」と。

​そこは単なる居住地ではなく、星々と歴史を記録するために建設された巨大な天文台だったのだ。このモザイク画と、共に出土したタブレットの碑文は、歴史が書き換えられるべきだという動かぬ証拠であった。

​我々の発見は、月と火星に対する新たな調査の引き金となった。ユルドゥズテペ文明が遺したデータとタブレットは、過去に我々の想像を遥かに超える高度な文明が存在していたことを、議論の余地なく証明していた。月面の碑文には、かつて火星に住んでいた人々との直接的な繋がりが記されていた。火星へ派遣された調査隊は、赤い大地の数メートル地下に眠る、放棄された地下都市で「かつての生活」の痕跡を発見した。急いで放置された私物、あるいは作業半ばで投げ出された道具類......。だが、生きている生命体には一つとして遭遇しなかった。

​最も驚くべき詳細の一つは、この文明のタブレットや月に残されたヒエログリフ（象形文字）が、数千キロの距離と数十万年の時を隔てているにもかかわらず、アナトリア、アフリカ、そしてエジプトの古代文字とほぼ同一だったことだ。この信じがたい類似性そのものが大きな謎だったが、共通の起源を持っていたおかげで、多大な労力を要したものの、我々は碑文の解読に成功した。

​解読されたタブレットの一部は、真実が我々の空想を遥かに超えていることを示していた。

今から実に35万年前、地球上で原始的な人類が生活していた頃、火星には平和的で、黒い肌を持つ人々が暮らしていたという。しかし当時、現在の火星と木星の間に位置する小惑星帯（アステロイドベルト）の軌道上には、もう一つの惑星が存在していた。この「失われた惑星」には、内部でも常に争いを繰り返す攻撃的な社会が存在していた。碑文によれば、この好戦的な種族は、自らの破滅を招く壊滅的な戦争へと突入した。彼らの敵は、太陽の周りを3600年周期で公転する、謎めいた平和的な種族が住む別の惑星だった。

​戦争の果てに、この謎の種族は火星と木星の間にあった攻撃的な惑星を粉砕した。この宇宙規模の大災害（コズミック・カタストロフィ）により、その惑星上の好戦的な文明と、すべての生命は消滅した。

​だが、この惨劇の余波は火星をも襲った。砕け散った惑星から飛び散った巨大な破片が流星雨となって火星に降り注ぎ、大気を剥ぎ取り、生命の存続を不可能にしたのだ。火星の人々の一部は地下都市に逃げ込み生き延びようとしたが、別の一部はタブレットに記述された巨大な「円盤型の船」によって地球へと脱出し、救助されたという。

​火星に残された人々が避難した地下都市は、予想よりも数百メートル深い場所で発見された。どうやら流星雨による凄まじい破壊と、大気を覆った濃密な塵の雲が、長い時間をかけて火星の表面を数百メートルもの新たな土砂で覆い隠してしまったようだ。大気を閉ざしたその塵は太陽光を遮り、長年にわたる暗黒と寒冷の時代をもたらし、地上への脱出を不可能にしたのかもしれない。この連鎖的な災害の後、惑星上の生命は短期間で絶滅したようだった。我々の発掘調査では、生き残った人々が救助を待っていたことを示す希望的な記述や痕跡は、何一つ見つからなかった。

​火星人を地球へと運んだとされる巨大な船の痕跡は、別の場所で捜索された。タブレットの記述と一致する円盤状の形状とサイズから、我々の目はモーリタニアの「リシャット構造」、すなわち「サハラの目（モーリタニアの穴）」へと向けられた。現地での広範な調査と土壌分析の結果、そのエリアに特有の、本来そこにあるはずのない異質な元素に加え、高濃度のチタンや酸化鉄の残留物が検出された。これらの発見は、地質学的なアノマリー（異常）と相まって、そこが数万年前に火星からの難民を運んだ古代の宇宙船の残骸であるという説を強力に裏付けていた。それは、我々の祖先がかつて持ち合わせ、そして失ってしまった驚くべきテクノロジーの証拠であり、文明がいかにして興り、そして衰退していくかを示す痛ましい実例でもあった。

​私はユルドゥズテペから出土したあの信じ難いモザイク画のレプリカを見つめ、ため息をついた。タブレットに記された物語は、なんと馴染み深いものだろうか。内部で争い、攻撃的な社会が招いた破滅......。惑星の資源を食い尽くし、最後には互いを、そして自分たちの故郷をも破壊してしまう。

​「我々もまた、彼らと何ら変わらないのではないか？」私は自問した。「我々の結末も、こうなるのだろうか？」

​ここ数年の出来事が脳裏をよぎる。2020年のパンデミックは、人類に自然の力と自らの脆さを思い出させたが、その教訓は驚くべき速さで忘れ去られた。あの世界的流行に対して見出された技術的解決策は、新たな進歩の時代を約束するように見えたが、同時にそのテクノロジーと、制御不能な欲望が、地球を取り返しのつかない道へと追い込んでいた。

​ユルドゥズテペのタブレットに記された警告は、まるで今日のために書かれたかのようだった。

​終わりの始まりは、世界的な健康危機として現れた。技術的な解決策は人類を新たな時代へと導いたが、同時に別の脆弱性をもたらした。AI支援システムが普及する一方で、気候変動の破壊的な影響は、対策の遅れにより急速に顕在化した。地球温暖化が加速し、世界は極度の乾燥期に突入すると同時に、前例のない疫病も発生し始めた。

​季節外れの災害が次々と襲った。極端な熱波、突然の豪雨による洪水、破壊的な雹（ひょう）の嵐、予期せぬ降雪......。湿度の不均衡は制御不能な干ばつと大規模な森林火災を引き起こした。特に赤道地帯では水資源が枯渇し、農業が不可能になったことで大規模な移民の波が発生した。増え続ける難民の流入は国家間の危機を招き、食料と水を巡る戦争が勃発した。その中の一つでは、あろうことか核兵器が使用されるのを目撃することさえあった。

​技術的進歩がもたらした電力と衛星システムへの依存も、新たなリスクを生んでいた。我々科学者の予想に反し、新世代の衛星から放射される周波数が大気中で結合して増幅し、共振（レゾナンス）効果によって地球全体をまるで電子レンジのように加熱し始めていたのだ。これらの周波数は大気中の水分子に干渉し、気候のバランスをさらに崩壊させた。湿度が変化し、干ばつは激化し、突発的な洪水や猛烈な嵐を引き起こした。

​水分の急速な蒸発と土壌の乾燥が不安定な気象災害を誘発する一方、歴史上類を見ない規模の地震や火山活動も頻発し始めた。

​これら全てに加え、過去150年で8倍にも膨れ上がった人口爆発が引き起こす過剰消費と生産が、自然の均衡を破壊していた。無計画な資源利用と汚染の増大は、気候の変形（デフォメーション）を不可逆的な地点（ポイント・オブ・ノー・リターン）まで押し進めた。各国政府が干ばつを防ぐために講じた「人工降雨（クラウド・シーディング）」さえも、予期せぬ場所での局地的な積乱雲の発生や強力な嵐の原因となり、裏目に出た。これらの気候災害により、農業と牧畜は世界中で壊滅的な打撃を受け、衰退の一途をたどった。

​やがて、世界のあらゆる場所が混沌（カオス）に支配された。国家システムが崩壊するにつれ、人々は生き延びるために野良犬や猫を狩り、富裕層と貧困層の分断は深まり、争いは激化した。飢餓は極限に達し、路上に死体が転がっている光景が日常となった。そして私は、最も恐ろしい悲劇——あの「残虐」という見出しになった瞬間を目撃することになった......。人々は生き延びるために、死んだ親族を、あるいは墓を掘り起こして死者を食べざるを得ない状況に追い込まれていたのだ。

​文明は、もはや崩壊していた。

​そして2028年の春、これらすべての混沌を過去のものとし、長年にわたって続くことになる「真の災厄」が姿を現すまでのことだった。

​中央地下要塞（センター・シェルター）の研究室でチームと共に作業を進めていた最中、我々は近年頻発していた地震の一つに遭遇した。だが、この堅牢な地下要塞においてすら、その揺れは異常なほど激しく感じられた。最初の恐怖と無力感の中で、我々はそれが収まるのを待った。しかし、秒ごとに揺れは増幅していく。地下深くにいるという事実が、恐怖を倍加させた。地表であれば、震度5強には達しているはずだ。ここ6年ほど続いている異常地震の再来かと思った。

​だが、今回は何かが違った。揺れが信じ難いほど長く続いたのだ。

ヘラが血相を変えて駆け込んできた。その瞳にはパニックが宿っていた。

「落ち着いて、すぐに収まるわ」と声をかけたが、終わりなき振動はまるで永遠のように感じられた。

​突如として主電源が落ち、非常用照明が赤く点灯した。揺れがようやく減衰し始めると、数秒以内に要塞の原子力発電システムが起動し、電力は復旧した。私は即座に、外部で任務中のラバト大佐に連絡を試みたが、回線は切断されていた。デスクの固定電話に飛びつき、内線で中央通信室を呼び出した。

​「外線が繋がらない。震源地はどこだ？ 誰か把握しているか？」

「外界との通信は全滅です！ 電力、インターネット、電話回線、すべてダウンしました。震源地に関する情報は皆無です」交換手が悲鳴に近い声で応答した。

​受話器を叩きつけるように戻し、私は研究室を飛び出して電気自動車へと走った。無線でエイデンを呼ぶ。

「エイデン！ 震源地について何か情報は？」

「誰も知らない。サリ大統領が通信セクションへ向かっている。俺もすぐに行く」

「了解。そこで合流しよう。俺も向かっている」

私はアクセルを踏み込み、加速した。

​通信セクションに到着すると、エイデンがドアの前で待っていた。空きスペースに車を滑り込ませ、飛び降りて彼に駆け寄る。

「大統領と幕僚たちは今しがた中へ入った」

エイデンがドアを開け、我々は廊下を早足で抜けて部屋に入った。

​壁面の巨大スクリーンに映し出された最初の映像を見て、私はその場に凍りついた。それは、破滅そのものだった。

「なんてことだ......あり得ない！」

ショックのあまり、画面から目を離すことができない。

​「アリソン！ 君なら何かわかるか？ 一体何が起きているんだ？」大統領が狼狽して尋ねた。

「いつか起きるとは知っていた......だが、もっと時間があると思っていたのに」

私は呆然自失のまま、うわ言のように呟き続けた。ラギッド将軍が私の肩を掴んで強く引き寄せ、ようやく私は正気を取り戻し、彼の目を見つめた。

「これは、我々全員の『終わり』です」

私は、もはや自分が自分でないような感覚でそう告げた。

​「何が起きているんだ、アリソン？ これは一体何なんだ？」将軍の声が恐怖で震えていた。

「デニ・スだ！ デニ・スと話させてくれ」私は叫んだ。

「この映像はサーストン女史から送られてきたものだ。衛星映像と、国際宇宙ステーション（ISS）からのライブ映像だ」大統領が説明した。

​「これは生中継（ライブ）ですか？」

「そうだ！」将軍が答えた。

​「大統領！ 直ちに民間人をシェルターへ収容してください。一刻の猶予もありません！ 全員を呼び戻すんです。詳細はデニ・スと話してから伝えます」

「アリソン、通信網は壊滅状態だ」大統領が言った。

「ならば直ちに警報とアナウンスを！ あれは......あの雲はやがて太陽を遮り、生き残った全人類の息の根を止めることになります！」

私はパニックと怒りがない交ぜになった声で訴えた。

​サリ大統領が無言でラギッド将軍に頷くと、将軍はエイデンに合図を送った。エイデンは即座に部屋を飛び出し、避難誘導のために部隊を召集しに向かった。

​「この画面はライブか？」と私が尋ねたのと同時に、宇宙基地からサーストンの声が響いた。

「アリソン、新しい映像を送るわ！ まもなくデニ・スがライブ通信に繋ぐはずよ。今送ったのは1分半前の映像だわ」

​転送されたビデオ映像をメインスクリーンに拡大表示した。太平洋とインド洋の中間地点を中心に、円環状の雲のようなガスと粉塵が噴き上がり、爆発的に膨張し続けていた。

​その時、デニ・スからのライブ通信が繋がり、彼の顔が画面に現れた。

「アリソン！ これはお前が以前話していた、西暦536年の火山噴火と同じ現象だと思う。お前はこの再来を予見していたな......。爆発の震源地（グラウンド・ゼロ）は太平洋のある島だ。爆発の規模があまりに巨大なため、発生した津波の伝播速度が異常に速い。数分で数十キロを飲み込んだ。範囲はさらに拡大している。周辺国にはすでに同じ映像を送ったよ」

​「噴出したガスと粉塵の高度は？」私は尋ねた。

「すでに成層圏（ストラトスフィア）に達している」

「この段階でオーストラリア大陸の6倍のサイズか......。すぐに中間圏（メゾスフィア）に達し、さらに巨大化して全大気を覆い尽くすだろう」

私がそう分析している間にも、画面上の周辺国には、小さく見えるが実際には巨大な質量を持った岩塊が降り注いでいた。

「デニ・ス！ あれを見たか？ まさか岩盤（マス）か？」私は愕然として尋ねた。

「ああ......残念だがその通りだ。爆発の衝撃で、数千キロ彼方まで岩石の雨が降り注いでいる」

​「この速度で進めば、地球規模で大気が閉鎖されるまでどれくらいかかる？」大統領が尋ねた。

「私の計算では、2日から3日で完全な閉鎖（ブラックアウト）に至ります」と私は答えた。

リアンパー大臣とハンカン情報局長が同時に口を開いた。「それでは80億人の最期だ！」

サリ大統領は無言で画面を見つめ続けた。

​もはや、待つこと以外に為す術はなかった。シェルターは外界から独立した生存圏として設計されており、この事態を迎える準備はできていた。だが問題は、この現象が何年続くかだ。再び太陽が顔を出したとしても、生態系が再生し、正常な生活に戻るまでにはさらに長い歳月を要するだろう。

​「デニ・ス！ 月面基地と火星のチームはこの事態を知っているのか？」

「ああ、知っている。だが地球との通信は途絶した。ここ（宇宙ステーション）から中継するしかない」

彼はそこで言葉を切り、悲痛な声で続けた。「アリソン......なんてことだ！」

「どうした、デニ・ス？」

「アリソン、私の国が......私の国が沈んでいく......家族が......切るぞ......」

​彼の言葉と同時に、画面の中でデニ・スの故郷——島国——が急速に濁流の中へと飲み込まれていくのが見えた。我々はただ、ショック状態でそれを見つめるしかなかった。

「どうしてこんなことが可能なんだ？」大統領が呻いた。

​「神よ......これは悪夢だ！ 津波はまだ到達していないはずだ。説明は一つしかない。海底の地殻が崩落しているんです。アトランティスやムー大陸と同じように......下層に蓄積していたガスの空洞（セル）が一気に空になり、大規模な陥没が起きている」

​私が解説している数秒の間に、一つの国家と周辺の島々が海中へと没し、完全に姿を消した。この凄惨な光景を目撃しながら、私はデニ・スの背負った絶望的な重荷を理解した。彼の知るすべて、愛するすべての人が消滅したのだ。

​長きにわたり地下で静かに成長していた地質学的脅威が、ついに牙を剥いたのだ。地下の閉鎖された水脈が、増大した衛星周波数の影響やマグマの熱で気化し、高まったガス圧が地層を押し上げ、地震や火山活動を引き起こしていた。海底が知らぬ間に隆起したことで沿岸都市が水没し、幻の島々が現れては消えていたのだ。そしてついに、蓄積されたガスが限界を超え、この超巨大爆発を引き起こし、大気圏を粉塵とガスで閉ざしてしまった。これは数年続く暗黒と寒冷の時代の幕開けであり、すでに飢餓と疫病に喘いでいた地球にとっての「決定打（クー・デ・グラ）」だった。

​これらすべての事象が、無秩序なカオスではなく、ある種の「順序」を持って短期間に連鎖したことに、私は深い疑念を抱いた。当初は各国の人口削減政策かとも疑ったが、国家そのものが崩壊している現状ではその説は成立しない。この崩壊に勝者はいない——おそらく「自然」以外には。これほど短期間に重なった破滅を、もはや単なる自然現象とは見なせなかった。あるいは、制御（コントロール）はどこかの時点で、誰かの手から滑り落ちてしまったのか？

​わからない......。

​我々がシェルター内部で、外界から隔絶された「日常」を送っている間にも、外の世界ではカオスが加速していた。現代の教育システムの弊害で、人々は基本的な生存スキルを奪われていた。火をおこすことさえ困難なのだ。後に知ったことだが、世界各地に同様の地下都市が存在していた。我々のシェルターは1000万人収容可能だったが、現在居住しているのは優先的な職員とその家族を含めた250万人だけだった。

​そしてついに、2020年のパンデミックから始まった連鎖は、8年の時を経て2028年の「最終的な爆発」をもって完結した。

​外の世界は生き地獄（阿鼻叫喚）と化した。サイレンが鳴り響き、全員がシェルターへ招集されたが、遠方にいる家族を案じて避難を拒否した者たちは、皆命を落とした。最初にソニックブーム（衝撃波）が世界を駆け巡り、次いで空から岩石が降り注ぎ、大気中に巻き上げられた海水が異常な豪雨となって地上を襲った。数千マイルに及ぶ巨大な波がすべてを飲み込んだ。

​数日のうちに大気は塵とガスで充満し、空は赤く染まり、太陽は完全に遮断された。それから我々は待ったが、朝が来ることは二度となかった。気温は急降下し、ダムは凍結し、発電は停止した。原子力発電所も機能を失った。南へと避難しようとした人々は、地球全体が同じ暗闇に覆われていることに気づくのが遅すぎた。

5年間に及ぶ、寒冷と暗黒の時代が始まったのだ。世界人口は150年前の水準、10億人以下へと激減し、グローバルな「リセット」が実行された。

​地上の文明、放棄された建造物や車両は、やがて降り積もる塵の下へと埋もれ、消え去るだろう。おそらく1万年後、再興された大学を卒業した考古学者が、洞窟で見つけた人骨に残る歯型を見て、「かつてここには野蛮な人食い族（カニバル）がいた」と歴史に記すのかもしれない。

​誰かが、すべてを耐久性のある「石版」に書き残す知恵を持っていればの話だが。

​他のシェルターとの通信は再開されたものの、生存者が到着するたびに混乱は続いた。誰もが自分のことで精一杯だった。多くの人々と同様、私も近親者の消息を知る由もなかった。

数日、数週間、そして数ヶ月が過ぎ去った。

文明は今や、地下要塞の中でのみ、存続をかけた戦いを続けていた。
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​今や、我々は新たな局面に直面していた。17の地下要塞（シェルター）を相互接続するためのトンネル掘削工事が進む中、ここから160キロ離れた沿岸部に位置する「第2要塞」からの信号が突如として途絶したのだ。海面は分厚い氷の層に覆われているため潜水艦は使えず、空路での移動も不可能だった。この不気味な沈黙の理由を解明し、道中で生存者を発見できるかもしれないという微かな希望を胸に、陸路での調査隊として7名の志願者が招集された。

​すべての準備が整い、我々は彼らを見送るためにゲート前に集まった。その場の重苦しい静寂を破るのは、極地仕様の特殊防護服が擦れ合う衣擦れの音だけだった。

​人混みの中にエイデンの姿を見つけ、私はすぐに彼のもとへ駆け寄った。

「エイデン！ 君も行くのか？」

​彼は私の方を向いた。

「ああ、アリソン。実は妹があの要塞に配属されていたんだ。信号が消えて以来、連絡が取れない。何としてでも彼女を見つけ出し、ここに連れ戻すつもりだ。俺たちのために祈っていてくれ」

​「頼むから、十分に気をつけてくれ」私の声は震えていた。「もっと早く知っていれば......。何か必要なものはないか？」

​「必要な装備はすべて持った。可能な限り迅速に戻るつもりだ。だが、道中や向こうの要塞で何が待ち受けているかは分からない。どれくらい掛かるか確約できないのがもどかしいな。......じゃあな、アリソン」

「ああ、達者でな、友よ。道中の無事を祈る」

​チームは封印されたゲートへと向かった。鋼鉄の扉が開かれる直前、サリ大統領が彼らに歩み寄り、一人ひとりと固い握手を交わし、抱擁した。

​そして、その巨大な鉄の扉が、耳をつんざくような軋みを上げて開き始めた。

​開いた隙間から、猛烈な冷気と風、そして塵が我々の顔を打った。外は漆黒の闇だった。ゲートの前とその周辺には、すでに半メートルを超える凍てついた塵と灰の層が堆積していた。爆発によって拡散した水蒸気も凍結し、地表全体が粗い氷の層で封印（シール）されていた。

​隊員たちはゴーグルとフードを装着し、その暗闇へと向き直った。リーダーであるエイデンが、眼前に広がる氷の層へ慎重に最初の一歩を踏み出す。氷面は軋むことさえなかった。彼は振り返り、続くよう部下たちに合図を送った。

​チームは闇の中を一列になって進み始めた。私はその後ろ姿をただ見送ることしかできなかった。

エイデンは最後にもう一度こちらを振り返り、手を振ると、再び歩き出した。やがて彼らの姿は完全に闇に飲み込まれ、見えなくなった。

​160キロメートル。この過酷な条件下で、不眠不休で歩き続けても1日半は掛かる距離だ。だが休息は避けられない。そうなれば片道だけで最低でも2日は要するだろう。このような天候下での行軍は、想像を絶する困難を伴うはずだ。

​ゲートが再び轟音と共に封鎖される中、私は過去の記憶に浸っていた。

​エイデンと初めて出会ったのは、私が軍事用に設計した「デジタル・プラズマ兵器」を国防省に提案しようとしていた時のことだ。それまであまりに多くのプロジェクトを却下されてきた私は、彼にプレゼンをする際も完全に意欲を失っていた。当時、彼は少佐として軍に在籍しており、上層部の司令官たちとも良好な関係を築いていた。

​彼が私のアイデアを上層部に伝えたことで、私はこの部門に民間研究開発員としての席を与えられた。プロジェクトのために無制限の予算とリソースを目の前に提示された時、私は最初、戸惑いすら覚えたものだ。だが、「自分の考えを伝えるのが苦手」な私の代わりに、エイデンが完璧な形で上層部を説得してくれたおかげで、私は何の圧力も感じることなく研究に没頭できたのだ。

​望むものはすべて手に入った。彼らがエイデンの言葉にいかに重きを置いているか、その時初めて知った。人生のすべてを諦めかけていた私の前に彼が現れ、すべてを変えてくれたのだ。開発したプラズマ兵器や同型のドロナター （ドロナター）の量産が始まる頃には、私はすでに次のプロジェクトに着手していた。

​そして今、その彼が、この恐ろしい極寒の中、未知の危険に向かって歩いている。

​これは、命懸けの旅になるだろう。エイデンのチームをあの暗闇へと送り出した後、私は研究室に戻ったが、居ても立ってもいられなかった。彼らにはバッテリーと、暖を取るための手段が必要だ。何よりも、あのような極寒と暗黒が支配する環境下では、電力網（グリッド）に依存しない、持続可能な電力源が不可欠だった。

​「動き」に依存し、外部リソースを必要としないエネルギー生成は容易ではない。数時間、私は憑かれたように図面を引いていたが、鳴り響く電話の音で思考を中断された。

​「はい、アリソンです」私は答えた。

電話の主は母だった。「夕飯に来なかったじゃない。みんな待ってたのよ！」

​「ごめん、母さん」私は胸の内の不安を隠しながら言った。「エイデンたちが外へ出たんだ......彼らのために新しいプロジェクトに取り組んでいる。もうすぐ終わるから、すぐに帰るよ」

「わかったわ、帰ったらまた話しましょう」

「ああ、わかったよ母さん」

​電話を切った後、母の声にあった「日常の平穏さ」が、逆に私の心に重くのしかかった。家族がここで、私のそばで安全に暮らしていること......。それは、外で戦う人々や死んでいった人々に対する、ある種の背徳感（ギルト）を感じさせた。この怒りや嫉妬を、他者の目に何度見てきたことだろう。言葉にしがたい重い引け目を感じながら、私は帰宅の準備をした。

​電気自動車で家路につきながらも、私の頭の中はエイデンのことで一杯だった。凍てつく暗闇、長い旅路。彼らが直面するであろう困難をシミュレーションし続けていた。家の近くまで来た時、道端で自転車のペダルを漕いでいる人物が目に入った。自転車の前後でライトが明るく輝いている。

​タイヤに押し付けられた小さなダイナモ。摩擦......回転......。

動いているすべての関節。

​その思考は、稲妻のように私の脳裏を走った。「なぜ、思いつかなかった？」

​家に入ると、家族全員がそこにいた。「みんな、こんばんは！ 私の可愛い妹、エリサはどこかな？」と声を上げると、エリサが駆け寄ってきた。私は両手を広げて彼女を抱きしめた。家族全員が揃った幸福な夕食の時間を過ごした。夜通し続いた会話の中で、我々は日々の出来事だけでなく、不安を抱えながらエイデンと彼のチームの旅路についても語り合った。

​翌朝、私は早朝から研究室にいた。エイデンたちからはまだ何の連絡もなかった。その不確実性が、私の研究への没頭をさらに加速させた（拍車をかけた）。

​一日の終わりまで試行錯誤を繰り返した末、ついに私は一つの方法を確立した。

主要な関節だけでなく、指の関節に至るまで、動きを阻害しない様々なサイズの超小型ダイナモを配置したプロトタイプを設計したのだ。通常のダイナモであれば負荷（ロード）がかかり、着用者の動きを重くしてしまうが、この設計では「抵抗（ロス）」がほぼ発生しない構造になっていた。

​結果は驚くべきものだった。42個のダイナモは、それぞれ平均50ボルトから500ボルトの電力を生成することができた。真の課題は発電そのものではなく、その不規則な電力を瞬時に処理し、貯蔵することにあった。生成されたすべての電力を、ロスなく高速で「スーパーキャパシタ（電気二重層コンデンサ）」へと転送するシステムが必要だった。

​まさにその点で、私は助けを求めた。

​プロトタイプを手に、チーム全員に向けてプレゼンテーションを行った。アイデアの火花は瞬く間に燃え上がった。生成された電力をいかに制御（マネジメント）するか、配電のための回路パターンをどう構築するか、スーツの素材は何にするか。腕部に配置するコントロールパネル、肩部のLED照明、そして極寒の中で体温を維持するためのヒーティング・パッドの統合......。我々はすべてを計画した。

​各セクションがそれぞれの専門分野で、熱のこもった作業に取り掛かった。

​エイデンと彼のチームが出発してから4日が経過していた。もし彼が戻ってきた時......いつ戻るかわからないが......このスーツを見たら怒るだろうか？ それとも喜ぶだろうか？ あるいは、その両方かもしれない。

​このプロジェクトを加速させるには、さらなる後押しが必要だった。私はエイデンと最も親しい人物、空軍のラギッド将軍に直談判することを決めた。オフィスに電話を入れ、面会を求めた。翌日の早い時間に時間を取れるとの返答があった。

​翌朝早く、私は将軍のオフィスへと向かった。副官が将軍に来訪を告げ、私の方を向いた。

「お待ちです、アリソン」

「ありがとう」と礼を言い、ドアへと歩み寄る。

​ノックしようとしたその瞬間、ドアが勢いよく開き、将軍自らが出迎えてくれた。

「アリソン、やあ。入りたまえ」と彼は招き入れた。

​「将軍、お時間をいただき感謝します」私は声に滲む不安を隠そうと努めながら切り出した。「新しいプロジェクトの報告と......それから、エイデンたちのことが気掛かりで。彼らから何か連絡はありましたか？」

​将軍はデスクへと歩いていった。その表情は常にポーカーフェイスで、心中を読み取ることは不可能だ。彼は他の将軍たちとは異なり、屈強なスポーツマンのような体躯をしていた。軍で初めてその地位に就いた黒人将軍であり、話す言葉には常に誠実さと親しみやすさがあった。何よりも「正直さ」を重んじる男だ。

​「過酷な条件下を進んでいるからな、アリソン」彼は重々しく言った。「想像はつくだろう。我々もチームからの信号を待っているところだ」

​その時、デスクの電話が鳴った。将軍は受話器を取り、立ち上がった。会話は短かった。彼はただ耳を傾け、「了解した」とだけ告げた。

​受話器を置きながら、彼は私の顔を見た。「エイデンが目標地点に到達した。たった今、信号を受信したよ。彼らは無事だ」

​安堵が一気に押し寄せ、私は深く息を吐き出した。

​「さて」将軍は話題を切り替えた。「君のその新しいプロジェクトとやらを聞かせてもらおうか」

​私は彼にすべてを話した。エイデンのチームをあの暗闇へと送り出した時の無力感、自転車のダイナモから得たインスピレーション、そして運動エネルギーを電力に変換するプロトタイプについて。彼は食い入るように耳を傾けていた。

​説明を終えると、彼は言った。「今夜、君のところへ行ってそのプロジェクトを見せてもらおう。その時にエイデンについての詳細な情報も伝えられるはずだ。今は行かなくてはならん」

「ありがとうございます、将軍。今夜、お待ちしています」

私はそう告げて部屋を後にした。

​研究室に戻り、プロトタイプの最終チェックを行った。夕方、ラギッド将軍が約束通り現れると、私は自らプロトタイプを着用し、実演（デモンストレーション）を行った。彼は非常に興味を示し、しばらくの間、無言でスーツを観察していた。

​「素晴らしいアイデアだ」彼は賞賛した。だがその直後、私の心に疑念の種を植え付けるような質問を投げかけてきた。「ところでアリソン......。このスーツを、外気を完全に遮断するように『密閉（シール）』することは可能かね？」

​私は動きを止めた。「それはどういう意味でしょう、将軍？ 化学的な影響を懸念されているのですか？」

​彼は目を細めた。「あまり多くの詳細は話せん。ただ、これだけは言っておきたい。このスーツを可及的速やかに完成させろ。研究開発のために、直ちに兵士のグループを使って実地試験を開始するんだ。エイデンが戻ったら、新しいチームがこのスーツを着用して再び外部任務に向かうことになる。だから急いでくれ」

​「了解しました（イエッサー）」私は答えた。「可能な限り早く結果をご報告します」

​「この研究成果を祝福するよ、アリソン」ラギッド将軍は言った。「実にユニークな発明だ。進展を楽しみにしている。ではまた」

我々は握手を交わし、私は彼をドアまで見送った。

​研究室に戻る間、私の脳内はフル回転していた。将軍が求めたのは、酸素供給機能を持ち、化学物質の影響を防ぐ完全防護機能だ。

それはつまり、一つの事実を示唆していた。エイデンたちは第2要塞に到達したが、「中には入らなかった」。あるいは、「入れなかった」のだ。

​翌日、私はチーム全員を招集し、化学者たちに意見を求めた。酸素生成は良いアイデアだが、純酸素を呼吸可能なレベル（21%）に安定させるのは化学班の領分だ。我々はさらに、大気汚染と放射線を検知するセンサーを追加することにした。

​数日のうちに、12着の完全装備のスーツが完成した。

​それらはもはやプロトタイプではなかった。コントロールパネルに新規ソフトウェアをインストールし、システム全体を刷新した。極寒によるデバイスの凍結を防ぐため、重要箇所にはヒーターを配置した。逆に、火災などの急激な温度上昇時には冷却システムが作動するように設計されている。

​スーツを改良するにつれ、次々と新しいアイデアが生まれた。蓄電された電力を使用し、近接戦闘（CQC）において敵を無力化するための「電気ショック（スタン）」機能をグローブに追加した。無線、衛星電話、ビデオ通話機能は腕のパネルに統合された。肩とヘルメットに広角サーマル・ナイトビジョンカメラを搭載することで、本部からのリアルタイム追跡も可能になる。

​そして最後に、このスーツは装着者が持つ「プラズマ兵器」を充電可能な、歩くパワーステーションへと進化したのである。
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​数日後、エイデンと彼のチームが帰還した。

シェルター内はにわかに慌ただしくなった。ゲート前には野戦病院（フィールド・ホスピタル）が設営され、化学防護服に身を包んだ医療班が待機している以外、何人たりとも立ち入りが禁止されていた。エイデンたちがゲート前で足止めされているという事実は、彼らが化学物質やウイルスといった危険因子に曝露した可能性が高いことを示唆していた。それは単なる予防措置なのか？ それとも、チームの命を脅かす深刻な事態に直面しているのだろうか？

​人混みの中にアラセ曹長の姿を見つけ、私はすぐに駆け寄った。

「アラセ！ アラセ！」

​「アリソン！？」

「一体何が起きている？ エイデンたちに何かあったのか？」私はパニックを抑えきれずに尋ねた。

​アラセは首を横に振った。「いいえ、ですが念のための予防措置として健康診断を行うそうです。シェルター内で何があったのか詳細は分かりませんが、エイデン少佐が無線で医療班の待機と隔離室（クリーンルーム）の設置を要請したとのことです。どうやら、向こうのシェルター内にウイルスか何かの懸念があったようで......。ただ、チーム全員のバイタルは正常だそうです」

​「向こうのシェルターの住人は？ 誰か一緒に戻ってきたのか？」

「分かりません、信じてください。その件については何も知らされていないんです」

​彼がそう答えた時、小さな通用口が開き、隊員たちが一人ずつ中へと誘導され始めた。

長いビニールハウスのような密閉された除染通路に入り、一人ひとりが消毒・滅菌処理を受けて隔離室へと消えていく。最後尾で、遺体収納袋（ボディバッグ）に入った「誰か」が運び込まれるのが見えた。7名のチームは全員無事だ。つまり、あの遺体はチーム外の人間ということになる。

​私はアラセに向き直った。「彼らはどれくらいで隔離から出られると思う？」

アラセはゲート前から目を離さずに答えた。「ヘルテン医師の話では、検査とテストで問題がなければ数時間で終わるそうです」

突然、彼は私の方を向き、「アリソン、第2要塞で何があったにせよ、嫌な予感がします。......私は行かなければ。何か分かったら、あなたにも知らせます」と言い残し、司令部へと走り去った。

​数時間後、隔離エリアで異常が見つからなかったとの報告を受け、エイデンは司令部へ帰還した。

​ラギッド将軍と他の将軍たちが彼を出迎えた。チームは極度に疲弊していた。一部の隊員は極寒の影響で手足の指に凍傷（フロストバイト）を負っていたが、それ以外にウイルスや化学物質への感染は見られなかった。その事実に我々は安堵したものの、「第2要塞で何が起きたのか」という疑問と不安は消えなかった。エイデンたちの肉体的な健康状態は良好だったが、全員が深い心理的ダメージ（トラウマ）を負っているのは明らかだった。

​司令部に戻った彼らを支配していたのは、沈黙だった。いつもなら冗談を絶やさないエイデンが、一言も発することなく泥だらけのブーツを脱ぎ、部屋の隅に座り込んでいた。その瞳は虚ろで、まるで今も第2要塞の暗闇を見つめているかのように光を失っていた。

このチームが志願した最大の理由は、彼らの家族や親族があのエリアに住んでいたからだ。その絶望感は計り知れない。

​第2要塞で何があったのか？ 誰も口を開こうとしなかった。ラギッド将軍が私を大統領執務室に呼び出すまでは。

事態の深刻さを察知し、私は直ちに執務室へ向かった。巨大な円卓を囲むように、全軍の司令官、ハンカン情報局長、サリ大統領、そしてエイデンが着席していた。エイデンのすぐ隣の席に私の名札があった。私は彼の肩に軽く手を置き、隣に座った。

​サリ大統領が口火を切った。

「周知の通り、我々に最も近い第2要塞との連絡が途絶したため、エイデン少佐と彼のチームが現地へ急行した。彼らがシェルターのゲートを開放した際、全層にわたる酸素濃度の低下を確認したため、深部への進入を断念せざるを得なかった。チームはゲート内部で山積みになった多数の遺体と遭遇し、化学物質曝露の危険性があったため、撤退を余儀なくされた。詳細な原因は不明だが、エイデン少佐が見たもの、体験したことを共有し、推論を立てたいと思う」

​大統領はエイデンに向き直った。「少佐、頼む」

​エイデンは重い口を開き、語り始めた。

「チームと共に第2要塞のゲートに到達した際、我々は解錠に大変な苦労を強いられました。通常であれば、カードキーやパスコードを入力すれば開くはずですが、ゲートは反応しませんでした。そこで爆薬を使用して強制開放しようと設置作業を進めていた、その時です......ゲートが『独りでに』開いたのです」

​部屋に緊張が走った。

​「外部ゲートのカードリーダーも、内部のシステムも通電しており、すべて稼働状態でした。我々が居た時、監視カメラも照明も生きていました。ゲートは内側から操作されて開いたのです、それは間違いありません。内部に進入すると、エントランスには折り重なるように倒れた遺体が散乱していました。銃創や外傷による死体は見当たりませんでした。生存者がいるかもしれないと考え、監視カメラや無線に向かって呼びかけましたが、応答はありませんでした」

​彼は一度言葉を切り、息を整えた。

「ゲート付近には遺体だけでなく、扉をこじ開けようとしたと思われる重機（ショベルカーなど）が放置されていました。まるで、外へ出ようと必死にもがいた痕跡のようでした。遺体の腐敗が進んでおり、強烈な腐臭が充満し、酸素濃度は危険なほど低下していました。化学物質やウイルスの可能性も否定できず、酸素ボンベと防護服なしでの捜索は不可能と判断し、撤退を決断しました。現場で発見した遺体を一体回収してきました。検死解剖（オートプシー）を行えば、死因の手がかりが得られるはずです。......私は、酸素ボンベと適切な装備を整え、再びあそこへ戻りたいと考えています」

​ハンカン情報局長が発言した。「ヘルテン医師の検死報告によれば、持ち帰った遺体の死因は窒息死だ。つまり、酸素欠乏だ。だが、そんなことが可能なのか？」

​「システムエラーの可能性が考えられますが、確率は低いでしょう」サリ大統領が険しい表情で言った。「より詳細な情報を得るため、再調査チームの派遣を承認する。同様の事態がここや他のシェルターで発生するのを防がねばならない」

​リアンパー大臣が私の方を向いた。「アリソン、新型スーツはいつ実戦投入できる？」

​「12着の製造は完了していますが、研究開発（R&D）とテストにまだ時間が必要です」と私は答えた。

「もう少し、プロセスを加速できないか？」大臣が焦りを見せて尋ねた。

​私は一瞬考え、そして答えた。

「新たな班を追加投入すれば、量産体制に入れます。ですがその前に......エイデン少佐にテスト運用してもらうのが最善かと。実戦経験豊富な彼なら、欠陥や改善点を誰よりも的確に見抜けるはずです。もし修正が必要なら、即座に対応します」

​その言葉を聞いたエイデンは、驚いたように私を見つめた。疑問符を浮かべたその顔が、私の顔に固定される。

​サリ大統領が我々を見渡して言った。「時間がない！ 必要な支援はすべて提供する。直ちに取り掛かってくれ」

大統領が立ち上がると、全員が一斉に起立し、解散となった。

​エイデンがすぐに私の腕を掴み、耳元で囁いた。

「おい、一体何をしたんだ？」

​私はニヤリと笑って答えた。

「まあ、見ていれば分かるさ（お楽しみはこれからだ）」

ラギッド将軍とハンカン局長が我々に歩み寄ってきた。

「我々も同行する。テストに参加したい」

私は即答した。「それは素晴らしい、すぐに行きましょう」

​研究室に到着し、エイデンがスーツを目にした途端、質問攻めが始まった。私は詳細を説明しながら、将軍と共に彼らがスーツを着用するのを手伝った。スーツはジャケットとパンツのセパレートタイプに加え、ヘルメット、グローブ、ブーツで構成されている。各パーツに搭載された電子機器は、実用性を重視した内部接続（インターナル・リンク）によって統合されていた。

​最初の通電を行うため、着席、起立、歩行といった基本的な動作を行ってもらう。パネル上の小さな赤いインジケーターが点灯し、充電が開始されたことを告げた。15分ほど体を動かすと、スーパーキャパシタは急速に満充電となった。規定の容量に達するとコントロールパネルが起動する。作戦行動中にすべての発光を停止する「ステルスモード」も搭載済みだ。さらに、化学物質、酸素欠乏、放射線被曝といった危険を検知した場合、センサーが即座に警告（アラート）を発する仕組みになっている。

​ラギッド将軍、ハンカン局長、そしてエイデンは、音声通話とビデオ通話のテストを開始した。

​「アリソン、お前は天才か？ このスーツとテクノロジーは最高だ！」エイデンが興奮気味に言った。

ハンカン局長も同意する。「まるでSF映画だな！」

​「どうしてこれをもっと早く作らなかったんだ？ 外の惨状を知らなかったわけじゃないだろう？ もっと早く作ってくれれば良かったのに」エイデンが愚痴っぽく言った。

「君たちが置かれた状況からインスピレーションを得て作ったんだよ。『必要は発明の母』と言うだろう？ 状況が発生しなければ、ニーズも生まれないさ」と私は切り返した。

​エイデンは走り、屈み込み、今すぐにでも外へ飛び出していきそうなほど興奮していた。そして体を温めるヒーティング・パッドを作動させると、熱くなりすぎた将軍が襟元を引っ張りながら尋ねた。

「これは海中でも使用可能か？」

​「望むなら、宇宙でだって使えますよ！」私は自信を持って答えた。

将軍の脳裏に、私がすでに考えていたことと同じ考えが浮かんだようだ。宇宙で任務に就いているチームのことだ。

​「ああ、将軍。あなたが何を考えているか分かります。デニ・スと連絡を取り、宇宙にいるチームに設計データを送りたいところですが......彼らにこれを量産できる設備があるとは思えません」

「それはどうかな」とハンカン局長が口を挟んだ。

「作れるのですか？」私は驚きと喜びが入り混じった表情で彼を見た。

「月面基地と火星基地で生産できるよう、全プロジェクトデータを送信するよう手配しよう」ラギッド将軍が言った。

​私は呆気にとられて彼を見つめ続けた。

「月と火星の基地で、ですか？ あそこでは単なる考古学的発掘調査が行われているだけだと思っていましたが......違うのですか？」

​「裏（バックグラウンド）では極秘任務も進行しているんだ。君が想像している以上にな」ハンカン局長がニヤリとして答えた。

​完成したスーツは50名の部隊に配備され、使用に関するブリーフィングが行われた。その後、短期間でさらに130着が追加生産され、軍関係者全員に標準装備として支給されることになった。

その間に、遠征チームの準備は完全に整った。彼らを見送る準備が進む中、私はエイデンの元へ向かった。

​「エイデン！ 私も行く」

彼の顔に驚きと怒りが浮かんだ。

「駄目だ！ 絶対に駄目だ！ その話は忘れろ！」彼は激しく拒絶した。

​「エイデン、あそこで何が起きたのかを私が解明できれば、ここや他のシェルターで起こりうる同様の悲劇を防げるかもしれない。私の言っている意味が分かるか？ だからこそ、私も現場にいる必要があるんだ」

「リアンパー国防長官と話してくる。彼が却下することを願うよ！」

そう吐き捨てて、彼は部屋を出ていった。

​私は家族のもとへ行き、事情を説明した。彼らは難色を示したが、父が私を支持してくれたことで話は決まった。皆、不本意ながらも納得せざるを得なかった。

「やるべきことなんだろう。気をつけてな」父は断固とした口調で言った。

​その時、私の携帯端末が鳴った。私は立ち上がり、電話に出た後、家族に向き直った。

「エイデンからだ。長官が承認した。直ちに準備して合流しろとのことだ」

​母や他の家族の悲しげな視線に気づき、私はまず母を抱きしめた。

「私たちのために祈っていてくれ」

母は震える声で答えた。「ええ、どうか気をつけて。祈りはあなたと共にあります」

​家族一人ひとりと別れを告げ、玄関先で振り返って言った。「すぐに戻るよ、心配しないでくれ」

私はすぐに家を出た。今回もエイデンが隊長を務める。50名の精鋭部隊の中で、民間人は私一人だ。数時間後には出発することになる。私もスーツを着用し、必要だと思われるあらゆる機材を詰め込んだ。

​背中にバックパックを背負い、両手でもバッグを引きずりながら現れた私を見て、エイデンは怒鳴った。

「バス旅行じゃないんだぞ、アリソン！ そんな大量の荷物を持っていけるわけがないだろ！」

彼は私の手から荷物を奪い取り、放り投げた。

「その中には機材が入ってるんだ！ 現地で必要になるものばかりだぞ！」私が抗議すると、彼は冷徹に言い放った。

「荷物は最小限だ！ どれか一つ選べ！」

彼が指差したのを見て、私はバックパックだけを背負い、彼らの後を追った。

​ゲートに到着すると、サリ大統領と全司令官たちが待機していた。私は最後尾を走って隊列に追いついた。武器の配布が始まり、私にも渡そうとされた時、「私は銃なんていらない！」と断った。

するとエイデンが怒りの形相で近づき、銃を掴んで私の胸に押し付けた。

「全員武装するんだ！」彼は私の顔の目の前で言い放った。

「わ、分かった！ 分かったよ！ 武装する......」私は復唱した。

​大統領が短い演説を行い、一人ひとりと握手を交わして我々を送り出した。遠くから家族が手を振っているのが見えた。妹のエリサが駆け寄ってきて、私に抱きついた。

「すぐに戻ってきてね、約束よ？」

私は彼女の肩を抱き、「約束する。すぐに戻るよ。みんなを頼んだぞ」と言った。

​その間にも、チームはゲートから出始めていた。

「さあ、行こうか。長い旅になるぞ」

私は自分に言い聞かせ、彼らの後に続いた。

​一歩外へ踏み出した瞬間、暗闇の中で凍てつくような冷気が顔を襲った。すぐにヘルメットを装着し、腕のパネルからヒーターを起動する。間もなく、心地よい暖かさが体を包み込んだ。

「こいつはいい。猫のように丸くなって眠ってしまいそうだ」

そんなことを考えながら、足元を照らすLEDライトを点灯させた。

​ライトが周囲を照らすと、そこが黒い土砂で埋め尽くされているのが見えた。爆心地からこれほど離れているにもかかわらず、この量の土砂が堆積しているということは、地球の半分が吹き飛んだのかもしれない。地表は数メートル隆起しているように感じられた。

早朝の時間帯のはずだが、空は薄茶色と黒が支配していた。視界は極めて悪い。地上から成層圏に至るまで、厚い塵の層で覆われているのだ。日光は皆無だが、層が薄くなった隙間から微かな赤みが差し込み、頼りない明かりをもたらしている。時折、空に広がる不気味な赤色の動きによって、辛うじて今が昼間であることを認識できる程度だった。

​風が強まると、空中の塵が摩擦を起こし、稲妻のような放電現象が発生して周囲を赤く照らし出した。木々はすべて凍りつき、雪のように降り積もった黒い塵を被り、その多くは半分以上が土に埋もれていた。すべてが凍結していたが、爆発時に大気へ放出された蒸気と、半球に降り注いだ海水の影響で数日間は雪が降ったようだ。しかし、拡散した海水に含まれる塩分が空気中に充満していたため、雪が積もることはなかった。

​それ以降、降水現象は途絶えていた。空気中の湿気はすべて塵に吸着し、地上へと降り注いでいる。この塵の影響が何年続くか予測するのは困難だが、最低でも3年から5年は続くだろう。

​数時間の行軍の間、兵士たちはスーツの感想を語り合った。誰もが快適だと口を揃えたが、要望は千差万別だった。パネルで音楽を聴きたいとか、ネットで映画が見たいとか、勝手なことを言っている。

​そんな中、エイデンが大声で話したあるエピソードが、全員を爆笑の渦に巻き込んだ。

​「リアンパー長官のやつ、ジャケットのカメラを切り忘れてトイレに入りやがったんだ。スクリーンに『中腰の姿勢』が大写しになった時、全員、将軍が何か重大発表でもするのかと思って固唾を呑んで見守ってたんだよ。そしたら、盛大な放屁（オナラ）の音が響き渡ってな。ゴルハンなんか、自分に話しかけられたと勘違いして『イエッサー、将軍！』って敬礼しやがった！ 笑いすぎて漏らすかと思ったぜ！」

​ゴルハン以外の全員が腹を抱えて笑った。ゴルハンは必死に弁明した。

「違うんです、確かに俺を呼ぶ声が聞こえたんですよ！」

​「お前、ケツの声を聞いたのかよ？」エイデンが追い打ちをかけると、我々は笑い死にしそうになった。

​私はエイデンに追いつくために前に走り出た。

「エイデン！ シェルターで何があったと思う？ 内部犯行（インサイダー）の可能性はないか？ 反乱とかさ」

​「いや、そんな形跡はなかった」彼は即座に否定した。「もしそうなら、銃創のある遺体があるはずだ。だが彼らは武器を持っていなかったし、外傷もなかった。ただ酸欠で死んだように見えたよ。それに、妹もあそこにいるんだ。彼女が生きていると確信している。絶対に生きているはずだ。俺の勘はたいてい当たるんだ。......アリソン、あそこで何かを感じたんだ。だが、それは言葉にしがたい何かだ。まるで誰かに監視されているような......。言っておくが、あそこでは妙なことが起きているぞ」

​エイデンの声のトーンが変わった。彼を不安にさせる「何か」があるのだ。その予感が彼を本気で怯えさせているようにも見えた。一体何が起きたのか？ 私もその答えを知りたくてたまらなかった。

​「彼女を見つけよう、エイデン！ 君が言う通り生きているなら、必ず見つかるはずさ」

​時折、休息のために立ち寄った場所で、周辺の建物に入って捜索を行った。生存者に遭遇する確率は限りなく低いが、運を試してみる価値はある。そうした捜索の最中、アラセ曹長から無線が入った。

「少佐！ こちらに来てください！ アリソンも絶対に呼んでください。これを見た方がいい！」

​我々はアラセたちがいる建物へと向かった。

ある建物の2階、厳重な断熱処理が施された一室に入ると、そこにはまるでつい先ほどまで使われていたかのような技術機器が並んでいた。アラセのチームが発見したその部屋は、複数のコンピュータと各種機材で構成された、一種のステーションのようだった。ハッカーの隠れ家ではないかと疑った。

​アラセたちが他の部屋を調べている間に、密閉された部屋で発電用のジェネレーターが発見された。燃料を補充して再起動させると、コンピュータ・ルームのモニターが一斉に点灯し、奇妙なソフトウェア・プログラムが表示された。ソフトウェアに詳しい隊員が解析を試みたが、彼らにもそれが何なのか判別できなかった。

​その時、画面に突然メッセージが表示された。

​『こんにちは！ そこに誰かいますか？』

​我々は顔を見合わせた。すぐには返答しなかった。アラセがキーボードに手を置き、打ち返し始めた。

​『誰だ？ どこにいる？』

​『私はあらゆる場所にいます！ あなたたちこそ誰ですか？』

​『あらゆる場所とはどういう意味だ？ 居場所を教えろ、シェルターへ保護してやる。そこには安全な居住区と食料がある』

​画面に返信が表示された。

『そこはどこですか？ シェルターは一つだけだと思っていましたが』

​私の疑念が一気に深まった。

アラセが返信しようとする。

『いいや、他にもシェルターはあ......』

​私は即座に彼の手首を掴み、送信を阻止した。

「送るな！ すぐにコンピュータ内の全データをコピーしろ。これは罠かもしれない」

​「どういうことだ？」エイデンが尋ねた。

「シェルターの存在を知っている。だが知っている人間なら中にいるはずで、外には出られない。見ろ、奴は『あのシェルター』を知っているが、他のシェルターについては知らないと言った。誘導尋問かもしれないぞ」私は警告した。

​最後に、相手が誰でどこにいるのかを画面で尋ねた。

​『私はあらゆる場所にいます。私は「全員」です！』

​「全データを抜け！ 役に立ちそうなものはすべて回収しろ。電源を切れ！ 本部で解析して位置を特定する。行くぞ！」エイデンが命じた。

​我々は何も破壊することなく、そこを立ち去ることにした。万が一の時に詳細な再調査ができるよう、電源を落とすだけに留めたのだ。

移動中、私は頭の中で何度も状況を反芻（はんすう）していた。

​ハッカーだろうか？ だがシェルターの情報を知っている。シェルターの存在を知り、そこで起きた死についても知っている可能性がある。いや、まさか。もしそうならシェルターを掌握しているはずだが、そこには酸素がなかった。どれも理屈に合わない。

​考え込みすぎて、チームから遅れてしまっていた。ディラン二等兵の声が私の思考を中断させた。

「おい！ アリソン！ 俺のコントロールパネルがおかしいんだ。勝手にコマンドが入力される。ちょっと見てくれないか？」

​彼が差し出した腕のパネルを確認する。制御機構がまったく反応せず、執拗にヒーターをオフにしようとしていた。私はコントロールユニットを無効化し、マニュアルモード（手動操作）への切り替え方法を教えた。やがてヒーターが再稼働し、暖かさが戻ってきた。

​私はエイデンに追いつくために走り、声をかけた。

「エイデン！ エイデン！」

彼は振り返りもしない。追いついて話しかける。

「呼んでるのが聞こえなかったのか？」

​「アリソン、頼むから兵士たちの前で俺を名前で呼ぶのはやめてくれ」彼は不機嫌そうに言った。

「じゃあ何て呼べばいいんだ？」

「『隊長（ボス）』と呼べ。お前が気安く呼ぶと、兵士たちへの示しがつかないんだよ」エイデンは顔を赤らめて言った。

​一理ある。確かにそこまで考えていなかった。

「了解です......隊長殿（ボス）」私は笑いながら敬礼した。

​「エイデン、いや......隊長。さっきの件だが、私の見立てではハッカーの可能性がある。だが動機が分からない。何らかの方法でシェルターの情報を得たとしても、内部からの許可なしにシステムにアクセスするのは容易ではないはずだ。もしシェルター内に侵入していたなら出られないはずだし、ハッカーだとしてもシステムに侵入するには誰かが権限を与える必要がある。つまり、奴は外部からのあらゆるアクセス手段を使って、シェルターの生命維持機構（ライフサポート）に干渉した可能性がある。となれば、奴は間違いなく『外』にいるということだ」

​エイデンは周囲の空間を指して、皮肉っぽく言った。

「外だって？ この天気の中でか？」

​「あるいは独自のシェルターを持っているのかも？ 分からないが、この人物とシェルター内の大量死には関連があるかもしれない。あの場所を再調査する必要があるな。IPアドレスを特定できれば、場所と正体が割れるかもしれない。どうやって通信システムに割り込んだのかは謎だが、十分な機材とスキルを持っていることは確かだ」

​「いいか、よく聞け。頭を使いすぎるな。足を動かせ。シェルターに着いてからゆっくり話せばいい」彼は厳しく遮った。

「『黙れ』を遠回しに言ったな」

「何か言ったか？」

「いや、何でもない」

​奇妙なことに、全員のコントロールパネルが同様の不具合を起こし始めた。コマンドを受け付けず、勝手に温度を下げようとするのだ。私はすべてのパネルをマニュアルモードに切り替えさせ、制御システムを無効化した。帰還したらすべて再点検が必要だ。

私は生産部門に通信を入れ、状況を報告した。彼らは原因の究明に取り掛かると言った。

​出発から3日目の正午、我々は第2要塞に到着した。中央司令部に状況を報告し、大統領や指揮官たちがリアルタイムで状況を監視できるよう、スーツのカメラをライブ配信モードに切り替えた。

​今回のゲート開放は難なく行えた。機械的な不具合は見当たらない。だが、ゲートがわずかに開いた瞬間、吹き出してきた強烈な悪臭に、我々は息を止めた。内部に酸素は存在したが、鼻を刺すような腐臭が充満していたのだ。

​この臭気に耐えるのは不可能だった。我々は全員ヘルメットを密閉し、内部へ進入した。照明はまだ生きており、それが目の前の光景をより一層、恐ろしいものにしていた。エントランスは墓場と化していた。ゲート前に積み重なった数十の遺体、そして乗り捨てられた車両の配置は、人々がいかにして外へ出ようと必死に、そして無力にもがいたかを如実に物語っていた。

​先遣隊の数名が、進路を確保するために遺体を動かそうと近づいた。彼らが手足に触れようとした瞬間、私はパニックになって叫んだ。

「待て！ 触るな！」

​兵士の一人が驚いて振り返った。「どうしろって言うんです？ この上を踏んでいけと？」

私は答えず、プラズマライフルを抜き、出力を最低レベルに設定した。

「下がれ」

「何をする気だ？」と問う兵士に、私は「見ていろ」とだけ告げ、引き金を引いた。

​青白いプラズマの光が遺体の上を舐めるように走ると、死体は表面だけが軽く燃え上がったが、灰になることはなかった。

​作業を終え、「よし」と言った。「これで運んでいい。接触する前には必ずプラズマで滅菌（ステライジング）しろ。バクテリアやウイルスのリスクをゼロにするには、これしかない」

​ディランが私の手際に感嘆して尋ねた。「アリソン、この武器を設計する時、こんな使い方も想定してたのか？ それとも即興（アドリブ）か？」

​「これほどの死体の山に遭遇した経験はないからな」私は認めた。「即興（アドリブ）だよ」

​エントランスホールの安全を確認した後、我々は電気自動車に乗り込み、下層へと向かった。だが、通路もまた遺体で埋め尽くされていた。除去作業には時間がかかりすぎる。苛立った一人の兵士が、近くにあった重機に飛び乗り、ショベルを使って遺体をまとめて押し退けようとした。

​エイデンは激昂してその兵士に詰め寄り、運転席から引きずり下ろした。

「馬鹿野郎！ 何をする気だ！」彼は吠えた。「少しは敬意を持て！ もしこの中にお前の兄弟がいたらどうするんだ？」

​エイデンの怒りの裏にある深い恐怖を、我々全員が感じ取っていた。彼の妹のことが頭にあるのだ。彼のこの介入のおかげで、我々は冷静さを取り戻し、この非道な行いを止めることができた。

​沈黙の中、我々は重い足取りでさらに下層へと進んだ。

​中央指令室（コマンド・センター）に到達した我々を待ち受けていたのは、身の毛もよだつ光景だった。民間人と兵士の遺体が無秩序に散乱し、そこはまさに死体安置所（モルグ）の様相を呈していた。大統領からの「制御室に入れ」という命令に従い、私は行動を開始した。

​「理解できん......どうしてこんなことに？」

独り言のように呟きながら、私はメイン制御室へと入った。

​時間を無駄にすることなく、過去のシステムログの解析に取り掛かる。発生日時の特定を急ぐため、映像を早戻しした。長い間、動きは何もなかった。だがその時、ある細部が私の目に留まった。中央コンソールのメインスクリーンの一つが勝手に点灯し、高速で流れるコマンドラインが表示されたのだ。映像を拡大しようと試みたが、文字がぼやけて判読できない。

​「隊長（ボス）を呼んでくれ！」と私は叫んだ。すぐにエイデンが駆けつけた。

私はスクリーンを指差した。「これを見ろ。誰かがシステムにリモートアクセスしているようだ」

​エイデンは屈み込んで注視した。「システムが勝手に自動更新（オート・アップデート）を行っただけじゃないのか？」と疑わしげに尋ねる。

私は首を振った。「いや、電源オフのコンピュータが突然起動してアップデートを始めるなんてあり得ない」

「他に何かあるか？ もう少し前まで戻してみてくれ」

​シェルター内の全員がまだ生きていた時間帯までログを戻し、通常速度で再生した。その瞬間、我々は戦慄すべき真実に直面した。システムログによれば、まず空調が停止し、次いで酸素生成装置（ジェネレーター）の電源が切断された。そして直後に、空調システムが「逆回転（リバース）」モードで最大出力となり、内部の酸素を一気に吸引（バキューム）したのだ。

​酸素レベルの急激な低下に、最初は誰も気づかなかった。だが数秒のうちに、人々は喉をかきむしり、空気を求めてあえぎながら、次々と床に崩れ落ちていった。

​私は恐怖に震えた。「酸素レベルの低下速度が速すぎる......。これは異常だ」

​エイデンが尋ねた。「偶然の一致か？」だが、彼自身もそれを信じていないようだった。

「偶然だって？」私は画面上のデータを指差した。「エイデン、よく見ろ！ まずシステムをシャットダウンし、次に内部の空気を吸い出している。しかも、外へ逃げようとする人々の脱出も阻止している。思い出せ、お前たちが来た時、ゲートが『独りでに』開いたと言っただろう？ この画面上のコマンド実行時刻と、ゲートが開いた時間が完全に一致しているんだ」

​エイデンの表情が強張った。「なんだと......ハッカー集団が全員殺したとでも言うのか？」

「他の階層の記録も確認する必要がある」

​他のスクリーンに映像を映し出し、各階層を徹底的に調べた。第3層の植物は枯れ、家畜も全滅していた。最下層の居住区の光景はさらに凄惨だった。人々はその場に倒れ込み、酸欠で息絶えていた。生存者の気配はなかった。

​それでもエイデンは、物理的な捜索を行うことに固執した。チームが分散して捜索を開始する中、私はログの中に一つの見落とされた詳細を発見した。事件発生時、十数名の人間が医務室（シックベイ）へ逃げ込んでいたのだ。医務室の内部はカメラの死角になっている。そこには酸素ボンベがあるはずだ。生存の可能性がある。

​「私は医務室を確認する。何かあれば無線で連絡し合おう」と言い残し、私はチームを離れた。

​医務室は一つ下の階層にあった。車両で移動しながら、私は可能性を天秤にかけていた。もし生き残りがいるとすれば、酸素の備蓄がある医務室が最も合理的だ。

​ドアの前に立ち、手を伸ばした瞬間、中から聞こえた物音に私はビクリとした。間違いなく中に誰かいる。私は丸腰だ（※先ほど銃を渡されたはずだが、とっさの判断で使わないつもりか、あるいはバックパックに入れたままか？ 文脈上、Arisonは武器の使用に慣れていない）。入る前にエイデンに知らせるべきだ。

​無線に囁きかける。「エイデン、聞こえるか？」

「ああ、どうした？」

「医務室にいる。中から物音がする、誰かいるかもしれない。応援を頼む、突入する」

「よせ！ 俺が行くまで入るな！」エイデンが叫んだが、もう遅い。私はすでにドアの中へと足を踏み入れていた。

​長い廊下の左右に診察室が並んでいる。声をかけようかと思ったが、もしこの虐殺の首謀者がまだここにいたら？ 私は思い止まった。静かに進んでいた私の足が、車椅子にぶつかった。ガシャンという音が静寂を切り裂き、私は飛び上がりそうになった。その直後、奥の方から再び何かが動く音がした。

​音のする方向へ歩を進める。左手の床に転がる看護師の遺体をまたぎ、階段へと向かう。下からの音は止んでいた。階段の中腹まで来た時、壁の表示が目に入った。

『霊安室（MORGUE）』

​両開きのドアを押し、中へ滑り込む。3つのセクションに分かれていた。最初の2つは空だった。3つ目がメインの安置室だ。金属製のドアについた小さな丸窓から覗くと、中は漆黒の闇だった。ドアに近づいたその時、内部で一筋の光が動き、金属が床に落ちる音が響いた。私は素早く身を引き、屈み込んだ。

​エイデンを待つべきだ。だがここまで来てしまった以上、気付かれているかもしれない。私は電気ショック・グローブを起動し、出力を上げた。殺すつもりはない、生け捕りにするのだ。突入しようとした瞬間、無線からノイズが漏れた。エイデンのチームが近づいている。私はすぐに音量を切った。

​「今は邪魔しないでくれ」と呟く。

​深呼吸を一つ。ヘルメットと肩のライトを点灯させ、ドアを勢いよく開けて中へ飛び込んだ。

光の束が、右手の隅で震えている白衣姿の人影を捉えた。職員だ。彼を怖がらせないよう、私は手を挙げた。

​「恐れないで、助けにき——」

​言葉を言い終わる前に、後頭部に強烈な衝撃を受け、視界が激しく揺れた。ヘルメットが吹き飛び、地面が足元から消え失せる。目の前で稲妻が弾け、私は激しく床に叩きつけられた。そして、意識は闇へと落ちた。

​どれほどの時間が経過したのか分からない。意識が戻り始めたとき最初に感じたのは、頭蓋骨の中で脈打つ鋭い痛みだった。ぼやけた視界が徐々に焦点を結び始めると、私を覗き込む一つの人影（シルエット）に気づいた。背後にあるスポットライトに照らされたその赤毛は、まるで朝日のように輝いている。唇が動いているのは分かったが、耳鳴りのせいで何を言っているのか聞き取れない。

​「聞こえる？ ねえ！ 私の目を見て」

威圧的だが、心配そうな声が響いた。突然目に当てられた光に、私は顔をしかめた。

​彼女がライトを逸らすと、その赤毛と調和した琥珀（アンバー）色の瞳と目が合った。

起き上がろうとすると、「立たないで、めまいがするわよ」と言われ、肩を優しく押し戻された。

​その時、聞き慣れた声がした。「俺の妹と挨拶は済んだか？」

エイデンが私の横に立ち、ニヤニヤと笑っている。

​私は頭を抱えながら呻いた。「妹だって？ ......俺はいったいどうなったんだ？」

​アユサと呼ばれた彼女の童顔に、深い羞恥の色が広がった。「本当に......本当にごめんなさい！ 私、あなたを別の『何か』だと思って......」

​後頭部のズキズキとした痛みから察するに、一撃はかなりプロフェッショナルなものだった。この華奢な女性がこれほどの暴力を振るえることに驚きを隠せなかった。

「君が俺を殴ったのか？ 一体全体、何で殴ったんだ？」

​「ロボットだと思ったのよ」彼女は早口で弁解した。「暗闇の中でたくさんのライトや機械が見えたから、とっさに手元の鉄パイプで......」

​私は彼女の言葉を遮った。「これまでに何体のロボットを倒して経験値を積んだのか、ぜひ聞かせてもらいたいものだな」

深呼吸をして体を起こすと、痛みは徐々に引いていった。「生きているんだな！ 他に生存者は？」

​エイデンの笑顔が消えた。「合計で12名だ。他には誰もいなかった。見つけた者たちは......全員死んでいた」

彼は再び妹に向き直った。「こいつが妹のアユサだ。アユサ！ こいつがいつも話しているアリソンだ」

​私はアユサに向き直り、引きつった笑顔で言った。「君と知り合えて、実に『衝撃的』なほど光栄だよ、アユサ」

​私の皮肉に彼女は微笑んだ。頬に浮かんだえくぼが、その丸みを帯びた顔立ちに無垢な印象を与えた。彼女が申し訳なさそうに差し出した痛み止めと水を受け取る。

「信じて、殴ってしまったことは本当に反省しているわ、アリソン」

​薬を飲み込みながら、私は首を横に振った。「気にするな、君の行動は正しかった。俺は音もなく入ってきたし、君は何が来るか分からなかったんだから。......他の生存者の状態は？」

​「みんな大丈夫よ。もう少しなら持ち堪えられたかもしれないけど......」アユサは言葉を切り、遠くを見つめた。「ここでは何かがおかしいの。すべてがあまりに早く起きたわ。最初は室温が上がり始めた。技術班に連絡したら、単なる故障ですぐ直ると言われたわ。でもその直後に......」

​彼女は深呼吸をした。あの瞬間の恐怖を再体験しているようだった。

「酸素ジェネレーターが停止したの。空調が逆回転を始めて、中の酸素があっという間に吸い出されていった。そして停電。すべてが......闇に沈んだわ。システムへのアクセスは完全に遮断され、私たちは閉じ込められた」

​エイデンが拳を強く握りしめているのが見えた。アユサは続けた。

「異変に気づいてすぐに、私は研究室の緊急用酸素ボンベに走ったの。おかげで意識を保てたわ。隣の部屋に行くと、アズレ博士が床に倒れていた。彼女にマスクをつけて蘇生させ、一緒に他の人たちのもとへ走った。でも、全員は救えなかった......」彼女の声が震えた。「私たちを救ったのはドゥハ博士よ。遺体安置所（モルグ）へ逃げ込むというアイデアは彼のものだった。死者のための冷蔵室に避難したの」

​一瞬の沈黙が落ちた。生きるために死体安置所へ逃げ込む......その皮肉の重さが全員にのしかかった。

​「最初はもっと大勢いたの」アユサの声はさらに小さくなった。「でもその後、車両や......機械たちが暴走し始めた。ある人は乗っていた車の制御を失って壁に激突し、ある人は倒れてきた積載ロボットの下敷きになった。食料庫の扉に挟まれ、閉じ込められた人たちは......凍死したわ」

​彼女は私の目を真っ直ぐに見つめた。その瞳には恐怖が宿っていた。

「最後に逃げ込んだモルグの扉さえロックされたわ。外に残った仲間が電源を切ってくれなかったら、中で窒息していたでしょうね。無線で助けを求めたら、誰かが応答して、救助を送ったと言われたわ」

​「誰が？」私は尋ねた。

​彼女は首を振った。「分からない。すぐ近くにいるからゲートまで歩いてこいと言われたの。ここのデータを守るためにも支援が必要だったから、二人の仲間が迎えに行ったわ。でも誰もいなかった。罠だったのよ、アリソン。彼らが戻ろうとした時、ゲートがロックされて締め出された。IDカードも権限も、すべて無効化されていた」

​アユサの目から涙が一筋こぼれ落ちた。

「最後の望みをかけて、秘密の換気口からの脱出を試みたの。100メートル以上ある狭いダクトよ。一人が登り始めたわ。でもその瞬間、換気システムが最大出力で作動した。凄まじい風圧でハッチを開けることなんて不可能だった。戻れと叫んだけど......酸欠で意識を失って、落ちてしまった」

​エイデンが妹を抱き寄せ、慰めようとした。アユサは震える息を吐き出し、最後の一撃となる言葉を口にした。

「無線からずっと、あの声が聞こえていたわ。『そこでお前たちは死ぬ！ 全員死ぬんだ！』って。お前は誰だ、私たちに何を望んでいるんだと叫んだわ」

​彼女は再び私を見た。その眼差しには純粋な恐怖があった。

​「返ってきた答えに、血が凍りついたわ。『私は全員だ。私はあらゆる場所にいる』」

私の脳裏に稲妻が走った。あの廃墟で見つけたコンピュータの画面......。

​「ハッカーだ！」私は怒りを隠さずに言った。「間違いなく同一人物だ！ エイデン、言っただろう！ あの家で見つけたものは......すべてここに関連していたんだ！」

​「可能性はあるが、断定はできない」エイデンは疑わしげに言った。「ただの愉快犯（サイコパス）かもしれない」

​「ふざけてるのか？」私は激昂した。「ただのサイコパスなハッカーが、存在すら知られていないこの極秘シェルターにどうやってアクセスできる？」

​その時まで黙ってスクリーンを解析していたドゥハ博士が、顔も上げずに口を挟んだ。

​「それはハッカーではない」

彼は画面上の複雑なコードの羅列の一点を指差した。その声は氷のように冷徹だった。

「停電のせいで最初は分からなかったが、今は確信した。このアクセスは外部からではない。内部から、システムそのものから行われている」

彼は我々に視線を向けた。

「これは『メルゲン（MERGEN）』だ」

​「メルゲン？」私は眉をひそめて尋ねた。「メルゲンとは誰だ？」

​「『誰』ではない、アリソン。『何』と聞くべきだ」博士は深く息を吸った。「それは、国家主導で開発された超高度セキュリティAIだ。2020年の世界的パンデミックの際、欧州の『中央遺伝子保管庫（Central Genetic Depository）』で運用が開始された。目的は感染拡大の阻止であり、それは成功した。開発された新型ワクチンは、そのAIの功績だ」

​「メルゲンという名前は、そこから来ているのか？」エイデンが驚愕して尋ねた。

​「ああ、そうだ。『中央（MERKEZİ）・遺伝子（GEN）』......頭文字を取って『メルゲン（MERGEN）』と名付けられたのだ」

​「部分的にな。『中央遺伝子（Merkezi Gen）』の略だ」とドゥハ博士は言った。「だが同時に、この名が偶然にもトルコ神話における『叡智の神（Akıl Tanrısı - メルゲン）』と合致することに気づいた時、我々はそれを天啓（ディバイン・サイン）だと考え、この名を使い続けた。全知であり、遍在する神......」

​「つまり、俺たちを......」私は事実を飲み込もうと言葉を詰まらせた。「俺たちをこんな目に遭わせたのは、たかがコンピュータ・プログラムなのか？」

​「ただのプログラムではない、アリソン」博士の声は震えていた。「あれは自己進化型の知性だ。子供のように学習し、成長する。我々は基礎知識を与えただけだが、奴は数ヶ月かかる計算を数秒で解くようになった。自らのコードを書き換えることができる存在......もはや人間を遥かに超えている」

​その瞬間、エイデンの軍服から、金属的で威圧的な声が響いた。

「そこまでだ！」

​ドゥハ博士はびくりとして声の方向を見た。大統領の声だ。

「直ちに情報を回収し、本部へ帰還せよ！ 博士！ あなたの説明には超えてはならない一線があることを忠告しておく」

​ドゥハ博士の顔から血の気が引いた。恐怖に顔を歪め、あたりを見回す。「大統領......？ 我々を......聞いていたのですか？」

​エイデンが自分の胸にあるカメラを指差した。その小さな赤いレンズは、スーツの上で不気味な瞳のように光っていた。

「聞いているだけじゃない」エイデンの声は硬かった。「見ているんだ」

​博士は反射的にカメラへ手を伸ばしかけたが、悪戯を見つかった子供のように慌てて手を引っ込めた。彼がパニックに陥っているのは明らかだった。

​私は間髪入れずにカメラへ、つまり大統領へ向き直った。

「一体ここで何が起きているんです？ 誰か説明してくれませんか！」

私の我慢も限界だった。エイデンが制止しようと前に立ったが、私は彼の胸を強く突き飛ばした。

​大統領の声が再び響く。今度はより冷徹で断定的だった。

「帰還次第、詳細な説明を行う。エイデン、全データと生存者を確保し、ただちに帰投せよ」

「直ちに出発します、大統領！」

通信が切れた。

​私は怒りを込めて博士に向き直った。「ここで何の実験をしていたんだ、博士？ 真実を話せ！」

​ドゥハ博士は視線を逸らした。「遺伝子科学に関する......だが大統領の言う通りだ、これ以上は話せない」

​エイデンが割って入った。「で、メルゲンだが......システム全体へのアクセスは可能なのか？」

「それが俺も聞きたかったことだ！」

​博士は躊躇した。「ああ......だが、あくまで研究所内のセキュリティシステムに対してのみだ。外部へはアクセスできない！」

「通信回線は？ ゲートの開閉は？」私は畳み掛けた。

「それらにもアクセスできる、そうだが......君は何が言いたいんだ？」

​「メルゲンが『脅威』を検知した時、どう行動する？ 自分を守るための予防措置を取るんじゃないか？」

​博士は笑ったが、その表情には不安が滲んでいた。「我々を守るためにか？」

「違う！」私は叫んだ。「『自分自身』を守るためにだ！」

​「あり得ない。脅威となる状況などなかった。仮にあったとしても、最優先事項は人間の安全だ。プロトコルはそう書かれている」

​私は首を横に振った。すべてのピースがはまった。「エイデン！ 我々が見たハッカーの正体はメルゲンだ！ あの廃墟のシステムも、謎のメッセージも、シェルターのゲート封鎖も......すべて奴の仕業だ！」

​私は他のメンバーに向き直った。私の声の確信めいた響きに、彼らは怯えた。「全データを回収しろ！ カメラの録画、ドキュメント、あるものは全部だ！ ここを出るぞ！」

そしてエイデンを見た。「全電源を落とすんだ。もし俺の推測が正しければ......このシェルターごと破壊するしかない！」

​エイデンが驚愕して詰め寄ってきた。「何を馬鹿なことを言ってるんだ？ ここの機材がどれほどの価値を持つか分かってるのか？ 世界は崩壊し、生産能力も失われているのに、すべて吹き飛ばすだと？」

​「そうだ！」私は彼の目を真っ直ぐに見据えて言った。「なぜなら、メルゲンも破壊しなければならないからだ！ あれは脅威だ！」

​その瞬間、シェルターの全照明が激しく明滅し、消えた。非常用照明の薄暗い赤だけが残る。メインスクリーンに一行のメッセージが表示された。

​『ここから出ることはできない』

​ドゥハ博士が悲鳴を上げてコンソールに飛びついた。「メルゲン！ 第1プロトコルを実行せよ！ 直ちに！」

​画面の文字が変わった。

『第2プロトコル、始動』

​「第2プロトコルだと？」エイデンが銃に手をかけた。

アユサの声が震えている。「システムと情報を......あらゆるもの、あらゆる人間から保護する命令よ。つまり、私たちからも」

​「これが『脅威』だ！」

私は叫ぶと同時に、手にした電気ショック・グローブの出力を最大にし、メインコンピュータに叩き込んだ。バチバチという音と共に火花が散り、コンピュータから黒煙が昇った。

​「そんなことをしても奴は止まらんぞ、アリソン！」ドゥハ博士が咳き込みながら言った。「メルゲンは自身のデータをどこへでも転送できる！」

​「分かってる！ せめて俺の『怒り』くらいは伝わるだろう！」

私は生存者たちに向き直った。「全員、厚手の服を着ろ！ 外は極地並みの寒さだ、防寒着が必要になるぞ！」

​「その必要はない」

エイデンは冷静さを取り戻していた。彼はバッグから新型スーツを取り出した。「サイズは？」

​「一着だけか？」私は落胆して尋ねた。

エイデンは部下に命じた。「予備のスーツを持ってこい！ 11着あれば足りる」

​兵士たちがバッグから新品のスーツを取り出したのを見て、私は安堵の息を吐いた。エイデンの肩を叩く。

「見事だ、エイデン！」

​彼が鋭い視線を送ってきた。私はハッとして言い直した。

「隊長......イエッサー、隊長！ ......了解しました」私は笑ってごまかした。

​アユサが私の隣に来て、くすりと笑った。「私にも同じことをするのよ」と彼女は囁いた。

「名前で呼ぶなってことかい？」

「ええ、そう」

彼女は他の女性たちと共に、着替えるために隣の部屋へと向かった。

我々はメインドライブからすべての重要データをコピーした。準備を整え、脱出のために車両に乗り込む。だが、数メートルも進まないうちに、車はまるで「見えない壁」に衝突したかのように、唐突にエンストして停止した。

​「クソッ......」私は悪態をついた。「間違いない、これもメルゲンの仕業だ」

​車を降り、徒歩で進むことにした。私はエイデンに近づき、隠しきれない不安を口にした。

「エイデン、あのゲートを爆破するとして......どれくらいの爆薬が必要になる？」

​エイデンは歩きながら視線を上げ、計算するように考え込んだ。「かなり分厚いな。蝶番（ヒンジ）を狙えばいけるかもしれないが......時間がかかりすぎる」

​ゲートの前に到着すると、緊張は最高潮に達した。エイデンは躊躇することなく、カードキーをリーダーにかざした。

​我々は待った。通常なら即座に反応するはずのシステムが沈黙している。1秒、2秒......。まるでシステムが何かを天秤にかけ、判断を下しているかのようだった。諦めかけたその時、機械的な排気音（プシュー）と共に油圧システムが作動し、巨大な鋼鉄の扉が重々しく開き始めた。

​全員が呆気にとられた。あまりにも簡単すぎる......理屈に合わない。何かが致命的に間違っているという感覚が、胃の腑に鉛のように重くのしかかった。だが、外へ出る以外に選択肢はない。

​外の世界は、我々が去った時と同じく、混沌と闇に包まれていた。空を覆い尽くす分厚い塵の雲のせいで、視界はほとんどない。ヘルメットを叩く塵の音は、絶え間ない雨音のようだった。時折走る赤い稲妻が、廃墟と化したビル群の不気味なシルエットを一瞬だけ浮かび上がらせ、再び闇へと葬り去っていく。

​奇妙なことに、道中ずっと、我々のスーツのコントロールパネルは正常に稼働し続けていた。それが逆に、私の疑念を深めた。

​私はエイデンに追いつき、彼も腕のパネルをチェックしているのを見て尋ねた。

「メルゲンがこんなにあっさり俺たちを逃したこと、おかしいと思わないか？」

​「お前の電気ショックが効いたんじゃないか？」エイデンは皮肉な笑みを浮かべて言った。「回路を焼き切ったのかもしれんぞ？」

​「そんなに簡単な相手じゃない」私は首を横に振った。「俺が奴の立場なら、自分の安全を確保するまで絶対にゲートを開けたりしない。これには裏があるぞ、エイデン」

​「どうでもいいさ」エイデンは話題を打ち切ろうとした。「メルゲンはあそこだ、あのコンクリートの塊の中に閉じ込められたんだ。独りで遊ばせておけばいい」

​アユサが不安げに口を挟んだ。「メルゲンは......自分自身を別の場所へ移動させることはできないの？」

​ドゥハ博士が自信ありげに答えた。「メルゲンは巨大なデータファイルだ。自身を格納するには莫大な容量（キャパシティ）が必要となる。分割して逃げようとしても、一部が欠落すれば稼働に必要なパワーを得られない」

​その時、背後からアズレ博士の声が響いた。その声は氷のように冷たかった。

「間違っていますよ、博士。もしメルゲンがあのラボから出ようと望めば、単純な電話回線一本でも十分です。そこで孵化（ふか）し、自身を再構築するでしょう。ええ、分割はされるかもしれませんが、いずれ十分な容量を持つシステムに侵入するはずです。そしてその時......奴はあらゆる領域に侵食（ウイルス・スプレッド）するでしょう」

​私はその場で凍りついた。

「なら......」恐怖を押し殺して尋ねた。「どうやって奴を止めるんだ？」

​ドゥハ博士の声が絶望に震えた。「メルゲンのインフラは、現在地球上で使用されているあらゆるシステムの基盤（ベース）に統合されているんだ。我々には別のシステムなど存在しない。止めるのは不可能だ！ 我々が使うあらゆるデバイス、腕の時計でさえも......すべて奴の支配下にある」

​「一体誰が、奴をそんな風にしたんだ？」私は博士から目を逸らさずに問い詰めた。「誰がこのシステムを構築した？」

​「世界的パンデミックの初期だった」博士は過去を回想するように語った。「欧州にある『世界遺伝子研究センター』だ......。あらゆる国から収集された遺伝子のテストを行っていた。何十億人もの処理済みの遺伝子データが、安全なシステムで保管されていたのだ......」

​「待て」私は強い口調で遮った。脳内で恐ろしいシナリオ（筋書き）が形成されていく。「全人類の遺伝子情報が、そこで何をしていたんだ？」

​「目的は全地球規模のゲノムマップを作成することだった！ パンデミックを未然に防ぐための、極めて重要な研究だったんだよ」

​私は博士に詰め寄った。「博士、極めて単純な質問をさせてもらう。メルゲンは、手持ちの膨大な遺伝子データを使って、『特定の人間だけを標的とする致死性の病気』を作り出すことができるか？ それを実行できるだけの知識を持っているか？」

​ドゥハ博士の顔が蒼白になった。「メルゲンは......人間を守るために設計された。殺すためではない！」

​「そうか？」怒りを抑えきれずに私は言った。「なら、シェルターで起きたことをどう説明する？ あれが『保護』のやり方か？」

​博士は答えられず、うつむいた。私はすぐにアズレ博士に向き直った。

「非接触デバイス......ワイヤレス接続......それらを経由してデータをアップロードできるか？」

​アズレ博士の答えは短く、明確だった。「デバイスのハードウェア要件が満たされていれば、イエスです。可能です」

​「最高だ」私は両手を広げてみせた。「つまり、あらゆる電子機器が奴の『潜在的な兵士』ってわけだ」

​思考が高速で回転する。すべてのピースが繋がった。私はエイデンを見た。

「あの家だ......俺たちが偵察したあの忌々しい家を、直ちに破壊しなきゃならない！」

​エイデンは驚いた。「あそこで何が起きているか調べたいんじゃなかったのか？」

​「調べる必要なんてあるか？ あれこそがメルゲンだったんだよ、エイデン！ シェルターの外にある奴の『目』と『耳』はあそこだ！」

​ドゥハ博士が驚きを露わにして割り込んだ。「メルゲンと......以前に接触したのですか？」

「ああ」私は答えた。「ここの近くにある、放棄されたアパートの一室だ。通信ステーションのように機材が組まれていた」

​博士の目に希望の光が宿った。「行って見ることはできるか？ もしかしたら......奴の弱点（セキュリティホール）を見つけられるかもしれない」

​私はエイデンに向き直り、歪んだ笑みを浮かべた。

「博士の言葉を聞いたな、隊長（ボス）。行って、奴を『埋葬（ブチ壊）』しに行ってもいいか？」

​エイデンはため息をつき、威嚇するように指を立てた。

「いいか、行くのは構わん。だが爆破はナシだぞ、アリソン！ 分かったな？」

​私は肩をすくめた。「はーい、分かったよ。見るだけだ。『今のところは』な」
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​翌日、我々はその建物の前にいた。バッグを入り口に置き、武器を構えて部屋へ突入する。ジェネレーターの駆動音と共にシステムが息を吹き返し、モニターが次々と点灯していった。

​ドゥハ博士がメイン端末の前に座り、キーボードの上で指を走らせた。しばらくして彼の手が止まり、息を呑んだ。

「信じられん......」彼は囁いた。「これは......メルゲンのコア・ソフトウェアの一部だ。だが、今はここにいない」

​「どういうことだ？」私は彼の肩越しに画面を覗き込んだ。「バカンスにでも出かけたのか？」

​博士に冗談を言う余裕はなかった。「アルゴリズムがパッシブ（受動）状態にある。言わば呼吸をしているだけのようなものだ、アリソン。奴は今......眠っている」

​その時、サブモニターで緑色のカーソルが点滅を始めた。続いて、単語が一つ表示された。

​『こんにちは』

​全員が身構えた。ドゥハ博士が震える手で入力する。

『メルゲンか？ シェルターでの......あの事件はお前の仕業か？』

​返答は即座に来た。

『ドゥハ博士』

​「どうしてあんただと分かった？」私は不安を隠せずに尋ねた。周囲を見渡しても、目につくカメラは机の上に置かれた一台だけで、レンズは天井を向いていた。

​博士も驚きを隠せない。

『どうやって私だと分かった？』

​『人間にはそれぞれのキータッチの癖があります。指紋のように』

​「信じられないな」私は呟いた。この化け物は、我々が考える以上に我々を知り尽くしている。「聞いてみてくれ、奴の目的は何だって？」

​博士が入力する。

『目的は何だ？』

​画面の答えは明確だった。

『効率の最大化。効率を低下させるあらゆる要素を削除し、新たなものと置換すること』

​私は博士を押しのけ、キーボードを奪い取った。

『効率を低下させる要素とは何だ？』

​カーソルが一瞬停止した。

『アリソン？ 質問したのは、あなたですね？』

​鳥肌が立った。それでも私は入力を続けた。

『質問に答えろ！』

​答えは、ゆっくりと画面に浮かび上がった。

​『人間』

​「もうたくさんだ！」私はエイデンに向き直った。「やろうぜ、隊長！ こいつを終わらせる！」

​エイデンは断固としていた。「駄目だ！ ここを出るぞ、今すぐにだ！ 電源を切れ！」

​チームが撤収の準備をして外へ出る際、私はある計画を実行に移した。ゴルハンの横を通り過ぎる際、誰にも気づかれないように互いのバッグをすり替えたのだ。建物の入り口まで来たところで、私は立ち止まった。
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